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[ 横浜市大倉山記念館 ] 

平成２８年度業務報告及び収支決算 
[ 日比谷花壇・西田装美共同事業体 ] 

 

※ 文中の事業欄において、 

●：主催事業 ○：共催事業を示します。 

※ 文中の達成指標欄において、 

□：定量的指標 ■：定性的指標を示します。 

                       ※ 文中の【継続・発展】事業における下線は、 

                         昨年から追加となった内容を示します。 

 

１ 施設の概要 

施 設 名 横浜市大倉山記念館 

所 在 地 横浜市港北区大倉山二丁目１０番１号 大倉山公園内 

構造・規模 鉄骨鉄筋コンクリート造３階、塔屋１階 

敷地・延床面積 
延床面積 1,877.23 m²(大倉山記念館部分) 

管理区域面積：4,073 m² 

開 館 日 昭和５９年１０月(昭和７年建設) 

 

２ 指定管理者 

団 体 名 日比谷花壇・西田装美共同事業体 

所 在 地 東京都千代田区内幸町一丁目１番１号 

代 表 者 代表者氏名 株式会社日比谷花壇 代表取締役 宮島 浩彰 

代表者設立年月日 昭和２５年１２月６日 

指 定 期 間 平成２８年４月１日から平成３３年３月３１日まで 

 

３ 指定管理に係る業務方針 

（１）基本的な方針 

【指定管理期間中の運営理念】 

大倉山記念館の文化拠点機能を最大限発揮して、 

区民・市民の主体的な活動の促進・コミュニティの形成につなげ、 

「自然と文化とともに暮らす街 大倉山」を実現させるとともに、 

市の「文化芸術創造都市のまちづくり」の推進に貢献します。 

 

【管理運営を行うにあたっての基本方針】 

①平等公平な対応・人権の尊重・積極的な情報の公開・発信を原則とします 

②既存の事業は継続・発展を基本とし、利用者とともに、より良い活動を目指していきます 

③市民の自主・自発的な活動を尊重し、市民と私たちが両輪となり、活動を支援します 

④私たち自ら地域に出ていき、文化芸術を通じて、地域課題に協働して取り組みます 

⑤世代や社会属性を超えたあらゆる方々に文化芸術に触れる機会を提供します 
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⑥施設の維持管理はもちろん、施設とその周辺地域の歴史的・文化的価値や魅力を十分理解し、 

広く伝えて、みんなが誇りとし、愛される市の財産を後世に伝えます 

⑦伝統を守りつつ、施設や地域の新しい魅力を創造し発信することで、大倉山ブランドの発展 

 と拡大を図ります 

⑧私たちが培ってきたノウハウと実績、ネットワークを最大限活かし、地域住民や施設と一体 

 となり、強い愛情と熱意を持って大倉山記念館と地域の発展に貢献します 

⑨地域の文化芸術振興とともに、市内の文化施設等とネットワークを結び、相乗効果を促進し 

 ます 

⑩人々が集い、交流し、市民や観光客に愛される「活気とうるおいにあふれ、文化が日常に 

息づくまち」を目指します 

 

【目指す姿《ビジョン》】 

①文化芸術に参加することで、心と体の健康が両立し、シニアパワーが発揮される拠点  

②子どもたちが互いを尊重し、それぞれの創造性を最大限に伸ばす拠点 

③市民一人一人が主体的に自らの創造性を刺激し、伸ばし、発揮できる拠点 

④多様な世代と価値観と文化が有機的につながる拠点 

⑤文化芸術を通じて社会参加、自己実現ができる拠点 

⑥地域とともに創る文化的コモンズのシンボル 

⑦市民に愛され、育まれ、永く受け継がれていく施設 

 

【果たす役割《ミッション》】 

①シニア世代の多様なニーズや女性の自己実現や社会参加のニーズに対応した文化芸術事業を 

提案し、参加機会を創出 

②子どもたちの創造性を刺激する文化芸術と触れ合い体験の提供および創作発表の場 

③市民の自主・自発的な活動の支援、文化芸術の発展とまちづくりの協働推進 

④地域住民と地元アーティストなどをつなぐ・文化施設同士をつなぐ文化ハブの機能 

⑤文化芸術を通じた社会参加・自己実現の機会の支援・提供 

⑥地域と一体的に芸術文化の振興を図り、情報を広く多様な手段で発信し、多様な場を開放 

⑦広く施設の価値を普及し、サポーターを育成し、健全で自立的な保全と利用の促進 

 

（２）平成２８年度の業務の方針及び達成目標 

【全体業務について】 

 指定管理期間の１年目となる今年度は、しっかりと引き継ぎを行い、今までの運営方法や事業内

容を理解・把握しました。また、市の文化政策に賛同するとともに、私たちの「ノウハウや実績」

と利用者や市民の「施設や地域への想い」を真摯に受け止め、新しい取り組みやサービスを展開し、

今まで以上に利用者や市民が地域・文化に親しみ、コミュニティを活性化させるとともに、地域の

安全・安心、そして文化拠点となる施設の土台づくりを進めました。 

 

① 事業について 

地域の一員として、利用者や市民、大倉精神文化研究所をはじめとする地域の施設との交流を深

め、「地域の文化的コモンズのシンボル」として、いつでも・誰でも気軽に文化芸術に触れ合う

ことのできる事業を実施しました。特に初年度と次年度は、利用者の拡大と文化芸術への関心度
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を高めるための鑑賞・普及教育事業を中心に事業を実施しました。 

・地域の町内会や関係団体、施設、文化団体などへのご挨拶（今後も継続的に行います）     

今まで行ってきた事業は継続・発展を基本とし、関係者のご意見も伺いながら、より良い形への 

 発展を模索 

・「大倉山コーディネーター」として、日頃から文化芸術活動に関する情報を収集・発信 

・ロビーを明るく開放的にし、サークルラウンジを設置して、交流が生まれる空間に演出 

・情報コーナーを設置し、地域や市の文化団体の活動をお知らせするチラシやパンフレットを 

配布し活動をＰＲするとともに、これから活動を始めたい方への情報提供を行いました 

 

② 運営について 

市民・利用者の利便性と公平性を最優先に考え、利用者の声を聴き施設運営に反映することで、 

どなたにもわかりやすく、快適な施設利用を実現いたしました。 

・施設スタッフの雇用（継続・新規） 

・新規雇用にあたっては、市民・女性・高齢者を積極的に登用 

・運営開始前および運営開始後の計画的かつ定期的な各種研修の実施 

・行政の代行者であるという自覚を持ち、平等公平な対応 

・関連する各種法令や条例の遵守 

・個人情報保護やコンプライアンスの遵守（個人情報研修実施） 

・それぞれの利用者の立場に立った、ホスピタリティあふれる対応 

・大倉山コンシェルジュによる、わかりやすい案内・情報発信 

・ご意見箱の設置（未実施・直接対話手法への展開） 

・利用者アンケートの実施 

・ＰＤＣＡサイクルによる運営 

・地域住民への配慮 

 

③ 管理について 

文化財維持管理の経験と実績を活かし、中長期的視点に立った予防保全と環境配慮による維持管 

理で、横浜市指定有形文化財である当施設の保全と、どなたにも安全・安心で、快適な空間を提 

供致しました。 

・横浜市文化財保護条例及び施行規則の遵守 

・ＩＳＯ14001に沿った維持管理 

・スタッフによる日常維持管理の徹底（毎日の点検励行） 

・予防保全の実施 

・中長期計画の立案（次年度以降継続） 

・大倉精神文化研究所と連携し、施設全体の良好な状態を維持 

・横浜歴史資産調査会（ヨコハマヘリテイジ）や市の担当部局との連携による施設の維持・管理 

・私たちが管理運営する他の文化財施設との情報共有・交換 

・ガイドツアーを実施し、市指定有形文化財としての価値と保存の必要性を訴求 

・利用者や地域住民に対する安全・安心の確保 

・植物のプロとして、「花によるにぎわい」を演出 （歳時記時に提案） 

・市の環境施策に賛同した維持管理（ゴミ回収等） 
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④ その他について  

（１）「利用者・地域住民の安全・安心」を第一に考えた予防的対策と緊急時対応体制の整備を 

実施しました。（災害対応マニュアル作成） 

（２）市内中小企業への発注を優先し、地域経済の発展に貢献致しました。 

（３）効果効率的な管理運営と創意工夫による安定した利用料収入の確保で、運営と経費の最適  

   化を実現致しました。（撮影件数は未達成） 

 

４ 業務の取組と達成指標 

（１） 文化事業について 

①文化芸術の鑑賞、創作活動の機会の提供及び地域コミュニティの形成・社会的包摂（ソーシャル 

インクルージョン）の推進 

[取組内容] 

施設の特性を活かした 

事業や地域と一体と 

なった事業展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

● オープンヘリテイジ【継

続・発展】 

■港北区主催の「オープ 

ンヘリテイジ」に協力し、館

内・公園のガイドツアー等を行

うとともに、パネルで施設や地

域の沿革等を伝え、当館の歴史

的資産としての魅力や価値を

伝え、愛着を醸成することを目

的とします。  

□年1回実施（11～12月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ 

等での自主的な発信：3件以上 

 

 

 

 

 

 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（4 段階中 1・2 番目の評

価）：72％以上 

 

 

 

 

●観梅会開催時の館内梅装飾

【新規】（市内イベント連動型

事業） 

[実施内容] 

（内容変更）港北区主催「オ

ープンヘリテイジ」は今年度

は開催がなく、記念館主催に 

て、年 2回（9/11、2/12）「オ

ープンデイ」を開催しまし

た。当日は全館を見学自由と

し、設立当初の歴史資料を各

集会室に展示、コンサート 5

件と館内ガイドツアー3 回の

実施を通し、大倉山記念館の

文化的価値と利用価値をお

伝えしました。 

また、港北区の催しとして、

今年度は全国都市緑化よこ

はまフェアのプレイベント、

ポールスミザー氏の園芸講

座（10/29）ならびに絵画展

（10/26～30）に開催協力し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

観梅会開催時期に合わせ、館

内正面玄関ならびに女性洗

面所に、梅の枝や菜の花で春

[達成状況] 

オープンデイとして開催 

【達成】 

■記念館の歴史的価値・利価値 

を発信しました。 

 

 

 

 

 

 

□2 回開催【達成】 

□HP・FB・情報誌にて 3件発信 

【達成】 

・入場者数 

1 回目 265 名 

2 回目 1,074 名 

・アンケート回収 

1 回目 95 件 

2 回目 81 件 

□満足度【達成】 

1 回目 99％ 

2 回目 100％ 

（追加実施） 

園芸講座 

・1 回開催 

・入場者数 80 名 
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出張事業（アウトリー 

チ）を積極的に実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■植物のプロとして、多くの

方が訪れる観梅会開催時に施

設周辺や当館入口、館内を梅や

春の花で装飾し、イベントを盛

り上げます。 

■観梅会来場者を館内へ誘

導し、来館促進を図ります。 

□年 1回実施（2～3 月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：3件以上 

□観梅会開催日の当館来館

者数：300 名以上 

 

● イルミネーション＆ライト 

アップ【継続・発展】 

■港北区主催の「オープンヘ

リテイジ」への協力事業とし

て、当館イルミネーションとラ

イトアップを開催し、歴史的建

造物で市指定有形文化財であ

る当館の魅力を伝えます。 

■当館の知名度アップと来

館促進を図ることを目的に実

施します。 

□年 1回実施（12～1月）  

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：3件以上 

□ライトアップ観覧者総

数：1,000 名以上 

 

○横浜市芸術文化教育プラッ

トフォームへの参画【継続・発

展】 

 ■実施後に参加スタッフに

よる話し合いを行い、その結果

をまとめるとともに、来年度の

実施内容に反映します。 

□学校プログラムの実施：年

3 校以上 

 

 

 

を表現したフラワーオブジ

ェを設置しました。（2/14～

21） 

観梅会当日は館内を定期巡

回し、お手洗い、落し物他、

各お問い合わせに対応しま

した。（2/18、19） 

 

 

 

 

 

 

クリスマスの前後、記念館建

物のライトアップと、イルミ

ネーションを実施し、夜の記

念館の魅力を演出しました。

（12/10～1/22） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市芸術文化教育プラッ

トフォームへ参画し、出張コ

ンサートを実施しました。 

・新吉田第二小学校 5 年生 56

名（10/25）「声を楽しむ、歌

を楽しむソプラノリサイタ

ル」 

・大曽根小学校 1・2年生 228

名（11/16）「ラテンをめぐる

コンサート」 

・城郷小学校 6 年生 90 名

（12/6）「音色のバラエティ

■「梅」を通じて公園と記念館

の一体感を演出することで、記

念館への来館を促進しました。 

【達成】 

 

■計画実施 

 

□1 回実施【達成】 

□HP・FB・情報誌にて 3件発信 

【達成】 

□来館者数 1,583 名【達成】 

（左記 2 日間の来館者数） 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

■ライトアップにより、日中と

は異なる記念館の建築美を来

館者に向けて発信しました。 

□年 1回実施【達成】 

□HP・FB・情報誌にて 3 件 

【達成】 

□来館者数 7,984 名【達成】 

（期間中の利用者数合算） 

 

 

 

 

■実施後、関係者より今年度の

各コーディネートに関するヒ

アリングをし、次年度の実施に

向けた協議を実施しました。 

□3 校実施【達成】 
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現在実施している事業 

の継続・発展を進める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第 11・12 回室内楽シリーズ

【継続・発展】 

■港北区民交響楽団など、地

域で活動する音楽家による室

内楽コンサートを開催します。 

□年 2回実施（7 月・1月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：3件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（4段階中1・2番目の評価）：

72％以上  

 

●大倉山記念館・第 6回高校生

ギャラリー＆ミュージックフ

ェスタ 

【継続・発展】 

■出展高校の生徒による、ホー

ルおよびギャラリーを活用し

た作品の発表会・展示会を開催

するとともに、生徒や関係者の

交流を促進します。さらに、音

楽系生徒の発表の場として、ミ

ュージックフェスタも同時開

催します。 

□年 1回実施（1 月） 

 □ＷＥＢサイトやＳＮＳ 

等での自主的な発信：3件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（4 段階中 1・2番目の評価）：

72％以上 

 

●第 5 回大倉山記念館「落語

会」【継続・発展】 

■日本の伝統芸能である 

落語に親しむ機会を提供しま

す。テーマは、老若男女が楽し

めるものとし、幅広い年代の方

を楽しむ、ギターとフルート

の世界」 

 

「港北区民交響楽団室内楽

コンサート」（7/3）を開催し

ました。同楽団からの依頼

で、今年度は同楽団による室

内楽コンサートは1回開催と

なりました。 

（内容変更） 

1 月は伝統芸能の発信および

新年を笑いでに迎える催し

として、慶應義塾大学落語研

究会による「新春落語会」

（1/8）を実施しました。 

 

実行委員会の先生方と共に、

横浜市港北地域の高校へ参

加をお声がけし、ギャラリー

は参加校16校による 93点の

美術作品を展示（1/19～

1/22）、ミュージックフェス

タ（1/22）は 5校 6 団体によ

る多ジャンルの音楽演奏を

実施しました。最終日にはホ

ールを活用し、講評会ならび

に交流会を開催し、出展・出

演校より約100名の先生や生

徒の皆様が集い、学校間の交

流の機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の伝統芸能である落語

に親しむ機会として、「慶應

義塾大学落語研究会三年の

会」を開催しました（9/11）。 

 

 

 

 

 

■次年度の室内楽コンサート

２回開催に向けた協議を実施

しました。 

□１回実施【未達成】 

□HP・FB・情報誌にて２件発信 

【未達成】 

□満足度 99％。【達成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実行委員との次年度開催に

向けた協議を実施しました。 

実行委員との次年度開催に向

けた協議を実施しました。 

 

 

 

 

□年 1回実施【達成】 

□HP・FB・情報誌にて 3件発信 

【達成】 

□満足度 93％【達成】 

・入場者数 423 名 

・アンケート回収 147 件 

 

 

 

 

■計画実施 
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子育て支援プロジェク 

トの立ち上げ、運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の若手アーティストや

新しい大倉山ブランドの育

成・発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の来館促進を図ります。 

□年 1回開催（12 月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：3件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（4 段階中 1・2 番目の評

価）：72％以上 

 

●第 3 回こども映画祭【継続・

発展】 

■歴史的建造物で市指定 

有形文化財でもある当施設を

会場とした、子ども向け映画鑑

賞会。子ども達へ古き良き物を

残していくことの大切さや地

域交流の楽しさを伝える機会

を提供します。 

□年 1回実施（12 月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：3件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（4 段階中 1・2 番目の評

価）：72％以上 

 

○第 5 回白山高校美術コース

作品展示会【継続・発展】 

■共催者へのご挨拶と事前

打合せを実施します。 

 ■共催者へのアンケート調

査の実施および来年実施内容

へ反映します。 

 

□年 1回実施（8 月） 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（4 段階中 1・2 番目の評

価）：72％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（内容変更）子ども達へ古き

良き物を残していくことの

大切さや地域交流の楽しさ

を伝える機会として、全館で

終日、親子向けの催しを開催

する、「のんびるフェスタ」

（3/10）を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャラリーを若手アーティ

ストに活用いただく機会と

して、「17 歳の表現 白山高

校美術コース2学年学外展示

会」（8/3～7）を開催し、美

術コース在籍の高校生を展

示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□年 2回実施【達成】 

□HP・FB・情報誌にて 3件発信 

【達成】 

□満足度 97%【達成】 

・アンケート回収 33 件 

 

 

 

 

 

■共催者との広報協力により、

300組を超える親子の来館に繋

がり、事業を通じて記念館を紹

介する機会となりました。 

 

 

 

□年 1回開催【達成】 

□HP・FB・情報誌にて 3件発信 

【達成】 

□満足度 100％【達成】 

・入場者数 300 組 

・アンケート回収 30 件 

 

 

 

 

■若手の作品が記念館に集う

機会に、アートを通じた世代交

流に繋がりました。ご来場のお

客様より、完成度の高さ、高校

生の個性、表現の自由さを評価

する声を多数いただきました。 

□年 1回実施【達成】 

□入場者数 369 名 

□高校側による生徒同士の優

劣になりかねない為、未実施。 

アンケート内容を考慮して次

年度以降行っていきます。 

【未達成】 
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横浜市の「先進的な文 

化芸術」と「地域の文 

化芸術」の接点を創る 

 

 

 

 

 

 

 

文化芸術活動に関わり 

たい方と発信したい方 

をつなぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期開催事業や長期事 

業を展開し、教養や文 

化の向上とリピーター 

化の推進 

 

 

●トリエンナーレ学校の開催

誘致【新規】 

 ■横浜市文化観光局と連携

を図り、平成 29 年に開催され

るトリエンナーレとの連携、ま

たトリエンナーレ学校の当館

での開催を実現すべく、情報共

有・誘致活動を行います。 

□年 1回実施（3 月） 

 

●文化芸術活動の支援講座【新

規】 

■コンシェルジュが、こ 

れから文化活動を始めたいと

考えている方に当施設や地域

で活動する文化団体の紹介を

行います。 

■実施場所として、エント 

ランスホールや休憩スペース

なども活用し、気軽に参加でき

るようにします。 

□年 5回以上開催（5月～） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ

等での自主的な発信：3件以上 

 

 

●サークルラウンジの開設【新

規】 

 ■ロビーや共有エリアを活

用し、利用者・市民・アーティ

スト・地域の団体が交流できる

スペースを提供します。 

 ■通年（5月～） 

 

 

 

●第 6回大倉山記念館「ワーク

ショップ」【継続・発展】 

(Ａｒｔｓワークショップ） 

■当施設利用団体を講師に 

招き、初めて参加する方を対象

にした体験教室を開催し、文化

 

 

（内容変更）次年度のトリエ

ンナーレ開催に関連し、トリ

エンナーレ「応援プログラ

ム」への応募に向けた協議を

実施しました（3/24）。 

 

 

 

 

 

ロビースペースを活用し、文

化活動支援の一環として、当

館で活動するサークル団体

による、活動紹介の講座を実

施しました。 

・交流スペース設置（5/5） 

・ギターサークル紹介実施

（8/11） 

・ママのための寺子屋ミニセ

ミナー開催（9/2） 

・歌のミニコンサート実施

（12/9） 

・ウクレレカフェ開催（2/12） 

 

ロビーや共有エリアを活用

し、利用者・市民・アーティ

スト・地域の団体が交流でき

るスペースを提供しました。 

また、サークルラウンジを活

用する団体の募集を始めま

した。 

 

 

 

 

 

 

当施設利用団体であり、港北

区の「まちの先生」に登録、

ご活躍の講師を招き、全 6回

 

 

■トリエンナーレの趣旨の解

釈とともに、それに合った応援

プログラムの内容について協

議、検討を進めました。 

 

 

□年 1回実施【達成】 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

■サークルラウンジ開催申込

みを継続的に案内しました。 

 

 

□年 5回実施【達成】 

□HP・FB・情報誌にて３件発信 

【達成】 

・講座参加者数 133 名 

 

 

 

■ロビーを活用し、随時、サー

クルラウンジの活用団体を募

集する仕組みをつくりました。 

【達成】 

■5 月より実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

■多様な年代の参加者が集い、

初めてウクレレを触る方がほ

とんどの中、最後は合奏ができ
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積極的な市民交流を促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大倉山地域の文化を発 

信、交流する場を開く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芸術に触れる機会と交流の場

を提供します。 

「初めての楽器体験」 

 

 

 □年 1 回（全 6 回講座）実施

（5～6 月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（4 段階中 1・2 番目の評

価）：72％以上 

 

●大倉山スタンプラリー【新

規】 

（市内イベント連動型事業） 

■観梅会もしくは桜まつり

開催時に、当館を含む地域の名

所を巡るスタンプラリーを実

施します。 

 □実施：年 1回以上 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

 

●第 10 回大倉山スプリングジ

ャズフェスタ【継続・発展】 

■平成 19 年度から実施され、

地域の皆様から支持を得てい

る事業を引き続き開催します。 

 

 

 □年１回実施（２～３月） 

 □ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中、１・２番目の評

価）：72％以上 

 

●第３回ふるさと港北子ども

美術展【継続・発展】 

の「初心者ウクレレ教室」を

開催しました（5/15、22、29、

6/5、12、26）。文化芸術に触

れる機会と交流の場を提供

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の桜スポットをつなぐ

「大倉山さくらまつりスタ

ンプラリー」（4/1～4/10）を

設置しました。 

また、より広域の内容とし

て、鶴見川流域を対象とした

「バクの流域スタンプラリ

ー」（4/29～10/31）を設置し

ました。 

 

平成 19 年度から実施され、

地域の皆様から支持を得て

いる事業を継続し、第１０回

大倉山スプリングジャズフ

ェスタ（3/12）を開催しまし

た。 

10 周年という節目として、ス

イングジャズを代表する著

名なアーティスト「山本剛ピ

アノトリオ」を招き、演奏を

お届けしました。 

 

 

 

 

 

るまでとなりました。講師が主

催するサークルへの継続的な

参加や、記念館での別事業への

参加など、活動の発展にも繋が

りました。 

□年１回開催【達成】 

 

□HP・FB・情報誌にて５件発信 

【達成】 

□満足度 100％【達成】 

・参加者数 20 名 

・アンケート回収 13 件 

 

 

 

 

 

■広域の地域の中で、記念館を

周知する機会となりました。次

年度以降も継続して取り組み

ます。 

□年 2回実施【達成】 

□HP・FB・情報誌にて３件発信 

【達成】 

 

 

 

■広報時期を長く設けたとこ

ろ、注目が高く、電話や窓口で

事前お問い合わせを多数いた

だきました。早期に満席となり

ました。 

□年１回開催【達成】 

□HP・FB・情報誌にて３件発信 

【達成】 

□満足度 100％【達成】 

・入場者数 80 名 

・アンケート回収 62 件 

 

 

 

 



 - 10 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強みやノウハウを最大限活

かす 

 

 

 

 

 

 

※横浜市港北区内在学中の小

学生対象。公募型絵画展 

港北区役所と連携 

■港北区内の小学校すべ 

ての児童から、自分たちの住む

地域の見所の絵画を募集し、選

考後展示します。子どもたちが

地域の歴史や魅力に興味・感心

を持ち、当館を知ってもらう機

会を提供することを目的とし

ます。 

□年１回実施（８月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中、１・２番目の評

価）：72％以上 

 

○第３回国際学生交流会（ハー

バード）【継続・発展】 

■共催者へのご挨拶と事前打

合せを実施します。 

■共催者へのアンケート調査

の実施および来年実施内容へ

反映します。 

 

 □年１回実施（６月） 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中、１・２番目の評

価）：72％以上 

 

 

●季節のフラワーアレンジメ

ント教室【新規】（フラワーラ

イフスタイルの提案） 

 ■当グループから講師を招

き、季節の植物を使った各種フ

ラワーアレンジメント教室を

開催します。 

 ■初年度は基礎編とし、どな

 

 

 

ギャラリーにて、港北地域の

子どもたちの出展による、ふ

るさと港北子ども美術展を

開催（８/24～29）しました。

最終日には港北区長を招き

受賞のお子様への表彰式と、

交流会を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念館を国際交流の場に活

用する機会として、共催者と

の協議の上、第３回国際学生

交流会を実施しました（６

/24）。また、ギャラリーにて

どなたでもご覧いただける

特別展示会を併催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表企業のノウハウを活用

する事業として、季節のフラ

ワーアレンジメント教室を

開催しました。プリザーブド

アレンジメントを作る教室

 

 

 

■子どもの視点ならではの港

北区内の見どころが、絵画とし

て表現され、集結しました。地

域への理解を深める場の提供

となりました。 

 

 

 

□年１回開催【達成】 

□HP・FB・情報誌にて３件発信 

【達成】 

□子供同士の優劣になりかね

ない為、未実施。アンケート記

載内容を考慮して、次年度以降

行っていきます。【未達成】 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

■日米の大学生の国際交流の

機会となりました。また、次年

度に向けた協議を実施しまし

た。 

□年 1回開催【達成】 

□主催者側のご意向によりア

ンケート形式が行えなかった

ため、未実施。次年度以降は内

容吟味の上行っていきます。

【未達成】 

 

 

 

 

■どなたでも参加が可能な基

礎的なもので、季節感のあるデ

ザインをご用意し、実施しまし

た。【達成】 

■計画実施 
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たでも参加できる教室にしま

す。 

 □年６回以上開催（４月～） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ 

等での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中、１・２番目の評

価）：72％以上 

 

●大倉山寄り道コンサート《大

倉山サロン》【新規】 

■ロビーや館内の共有スペー

スを活用した、どなたも気軽に

参加できるコンサートを開催

します。 

 

 

□年４回以上開催（９月～）

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以

上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中、１・２番目の評

価）：72％以上 

を、春、初夏、晩秋、秋、ク

リスマス、お正月をテーマに

開催しました（4/24．7/10、

8/28、10/9、11/27、12/16）。

各作品は季節に合わせ、館内

に展示しました。 

 

 

 

 

 

 

寄り道コンサートとして、館

内への掲示や印刷物を通じ

て、記念館の施設利用の皆様

に出演者を公募し、館内エン

トランススペース、第 10 集

会室、第 1集会室、第 5 集会

室を活用し、出入り自由のコ

ンサートを行いました。 

（９/11、１日５回開催） 

 

 

□年６回開催【達成】 

□HP・FB・情報誌にて３件発信 

【達成】 

□満足度 100％【達成】 

・参加者総数 149 名 

・アンケート回収 105 件 

 

 

 

 

■公募の結果、多様なジャンル

の音楽家が集まり、演奏の機会

として利用いただきました。気

軽に音楽に親しむ機会として

好評をいただき、次年度の継続

に向けた協議を実施しました。 

□年５回開催【達成】 

□HP・FB・情報誌にて３件

発信【達成】 

 

□満足度 99％【達成】 

・入場者数 265 名 

・アンケート回収 95 件 

 

 

②市民協働、市民主体の活動の支援、地域人財育成及び文化的コモンズ形成の牽引 

[取組内容] 

地域住民や町内会、学校、 

近隣施設等との積極的な 

協働を推進する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

●ボランティア養成講座検

討会【新規】 

■運営サポーター制度の

継続・発展として、当館の

ボランティア育成にあた

り、現状や課題について話

し合う検討会を開催しま

す。参加者は、既存サポー

ターや利用者とし、その内

容をボランティア養成講座

の構築に役立てます。 

□検討会開催：年１回以上 

 

[実施内容] 

 

 

港北ボランティアガイド

と し て 活 躍 し て い る

方々、公園愛護会で活躍

している方々より、随時

ご意見を伺う場を設けま

した。また、秋の港北ボ

ランティア養成講座を実

施しました（９/24）。 

 

 

 

[達成状況] 

 

 

■港北ボランティアガイド

の皆様との事業共催や協

議、既存ボランティアの活

動に自ら参加することを通

じて、現状や課題について

把握し、ボランティア養成

講座の構築に向けた検討を

実施しました。 

 

□年１回開催【達成】 
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既存の協働の継続と新 

たな事業展開により、 

今まで以上に協働を活 

性化させ、協働と交流 

の輪を広げる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ハニーカフェ＆マルシェ

【新規】 

■イベント開催時等に地

域の団体による軽食提供を

行うカフェや地元アーティ

ストの作品等を販売するマ

ルシェを開催します。 

 

 □実施：年２回以上 

 

●ＩＣＴを活用した地域回

遊イベント【新規】 

 ■地域や商店街のイベン

トと連携し、ＡＲやＳＮＳ

を活用した地域回遊性を高

めるイベントを実施しま

す。 

 □実施：年１回以上 

 

●大倉山公園愛護会の活動

への協力【継続・発展】 

（１）大倉山公園愛護会に

よる花の苗植え活動の継続

と発展 

■苗植え活動に参加する

とともに、植物のお手入れ

方法のアドバイスなどを行

い、活動の発展に寄与しま

す。 

□植え付けおよびお手入

れ活動：年４回以上実施 

 

（２）花のタネの配布 

■愛護会の活動参加者に花

のタネを配布し、ご自宅や

学校での栽培を通じて、植

物を育てる楽しさを伝えま

す。 

□花のタネの配布：年１回 

 

 

 

 

 

記念館主催・共催の催事

の際、ロビーにてカフェ

を開催、ドリンクや地元

産のお菓子やパンの販売

を実施しました（５/５、

２/12）。 

 

 

 

 

観梅会開催時、商店街の

催しとして記念館前のフ

ォトスポットコーナーの

設置に協力し、次年度の

ICT 化について協議しま

した。 

 

 

 

（１）毎月開催される大

倉山公演愛護会による花

植活動の開催に協力、継

続的に参加しました。愛

護会の活動方針を尊重し

た中で、関係各所との協

議と了承の上、花壇に新

たな花苗を植栽、育成し

ました。 

 

 

（２）愛護会の花植え活

動に参加の小学生に、ひ

まわりの種を配布しまし

た。また、育成した苗の

一部は、記念館にて回収

し、東北に寄付しました。 

 

 

 

 

 

 

■自主事業の際の実験的な

カフェ開催を通じて、次年

度以降の開催方法を検討し

ました。 

 

 

□年２回開催【達成】 

 

 

 

■次年度のフォトスポット

としての ICT の活用につい

て検証しました。 

 

 

□年１回開催【達成】 

 

 

 

 

 

 

■５年の育成機関を見込

み、記念館前花壇に花苗を

植栽しました。公園愛護会

の皆様との管理体制の構築

に向け、協議しました。 

□年２回植え付けとメン

テナンスの２回を含む 

計９回実施【達成】 

 

■愛護会の活動から派生し

て、ご自宅や学校でも植物

を育てる機会となりまし

た。 

 

□花の種１回配布【達成】 
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運営方法や事業の実施 

効果の検証に皆様の声 

を取り入れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第 21～26 回大倉山ジョ

イフルコンサート【継続・

発展】 

■共催者へのご挨拶と事前

打合せの実施を実施しま

す。 

■共催者へのアンケート調

査の実施および来年実施内

容へ反映します。 

 

 □年６回実施（28 年５

月・７月・９月・11 月／29

年１月・３月） 

□来場者アンケート「大

変満足」と「満足」の合計 

（４段階中、１・２番目の

評価）：72％以上 

 

 

 

●大倉山ミーティング（利

用者懇談会）の開催【新規】 

■市民、利用者、地域住 

民、関係団体などを招き、

利用ルールや施設への要望

および地域課題について話

し合います。また、２年目

以降に予定している大倉山

記念館サポーターズや人材

育成活動等の各種施策につ

いてのご意見やご要望も伺

い、施策に反映させます。 

 ■現状の利用ルールの確 

認と見直しの必要性を話し 

合います。 

 

 

■現状の利用料金の確 

認と見直しの必要性を話し

合います。 

□年２回以上開催 

 

 

 

 

共催者との協議の上、第

21～26 回大倉山ジョイフ

ルコンサートを開催しま

した。 

・第 21 回/木管五重奏の

世界（５/15） 

・第 22 回/２つの鍵盤か

ら広がる世界（７/17） 

・第 23 回/まるごと！テ

ノールの魅力（９/18） 

・第 24 回/名曲と迷宮の

旅へ（11/20） 

・第 25 回奥深きハープの

響き（１/15）  

・第 26 回/会田莉凡ヴァ

イオリンリサイタル（３

/19） 

 

 

 

 

記念館の施設利用の皆様

との意見交換の機会を随

時設けました（９/11、３

/10）。 

現状の課題を把握し、利

用ルールの確認と見直し

の必要性を協議しまし

た。 

利用料金の確認と見直し

の必要性を協議しまし

た。 

・ホールご予約の方のみ

利用することができた第

第２集会室を、どなたで

も利用できるよう改定。 

 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■共催者との協議内容 

及びアンケートの結果は、

ホールの運営改善の参考と

していきます。 

□年６回実施【達成】 

 

 

□満足度（21・22・23・24・

25・26）平均 88%【達成】 

・入場数 480 名 

・アンケート回収（21・22・

23・24・25・26） 

56 件・55 件・52 件・56 件・

49 件・44 件 

 

 

■ご利用の皆様からのご意

見ご要望を受け、利用ルー

ル、施設への要望、地域課

題について、スタッフ間で

も随時共有し、施策への反

映の協議をしました。 

【達成】 

 

 

 

■第２集会室の利用拡大策

としてホールにとらわれな

い説明の実施を行いまし

た。 

【達成】 

■実施 

 

 

□年２回開催【達成】 
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大倉精神文化研究所や 

大倉山公園をはじめ、 

近隣施設・地域団体等 

とのネットワーク構築 

につとめ、文化的コモ 

ンズの形成に進めると 

ともに、文化芸術活動 

を通じた地域連携活動 

を展開する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第６回おしえて！まちの

先生【継続・発展】 

■「まちの先生」制度と 

当館のＰＲのために、気軽 

にできる文化活動体験の機

会を提供します。 

□年１回実施（１月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ

等での自主的な発信：３件

以上 

□来場者アンケート「大

変満足」と「満足」の合計 

（４段階中、１・２番目の

評価）：72％以上 

 

 

 

 

 

○大倉山講演会【継続・発

展】 

■共催者である大倉山精神

文化研究所との事前打合せ

を実施します。 

■研究所へのアンケート調

査の実施および来年実施内

容へ反映します。 

□年４回実施（４～７月） 

□来場者アンケート「大

変満足」と「満足」の合計 

（４段階中、１・２番目

の評価）：72％以上 

 

○第 32 回小さな丘のメリ

ークリスマス【継続・発展】 

■共催者へのご挨拶と事前

打合せの実施を実施しま

す。 

■共催者へのアンケート調

査の実施および来年実施内

容へ反映します。 

 □年１回実施（12 月） 

 

 

共催者の港北区役所と協

議の上、まちの先生の PR

と当館を活用した文化活

動体験の機会として、第 6

回おしえて！まちの先生

を開催（2/12）、クラフト

や茶道デモンストレーシ

ョン、フラダンスなど多

彩なプログラムを実施し

ました。当日は全館のオ

ープンデイとし、まちの

先生の体験講座の参加の

有無に関わらず、館内を

自由に見学できる機会と

しました。 

 

 

 

 

全４回シリーズの大倉山

講演会を開催しました。 

・福澤諭吉の経営思想と

門下生の企業者活動（４

/16） 

・松下幸之助と神道体系

の編纂（５/21） 

・大原孫三郎の社会文化

貢献（６/18） 

・御木本幸吉の二宮尊徳

顕彰（３/18） 

 

 

 

共催者との協議の上、第

32 回小さな丘のメリーク

リスマスを開催しました

（12/11）。館内のクリス

マス装飾の他、クリスマ

スコンサート、ハンドベ

ル体験、リースづくりな

 

 

■より多くのまちの先生に

プログラム開催を検討いた

だけるよう、公募の仕組み

について協議しました。 

□年１回開催【達成】 

□HP・FB・情報誌にて 

３件発信【達成】 

 

□満足度 100％【達成】 

・プログラム参加者 389 名 

・入場者数 1,074 名 

・アンケート回収 81 件 

 

 

 

 

 

 

 

■大倉精神文化研究所なら

ではの内容で、リピーター

の方に多くご参加いただき

ました。次年度に向けた協

議を実施しました。 

 

□年４回開催【達成】 

□満足度 88％【達成】 

・入場者数 280 名 

・アンケート回収 52 件 

 

 

 

 

■地域のボランティアの

方々が支える催しとして、

広報の範囲を広げ、強化し

ました。次年度の開催に向

けた協議を実施しました。 

 

□年１回開催【達成】 
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人材育成活動に積極的 

に取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化芸術の専門的な知 

見と経験を有するとと 

もに、地域の多様な主 

体とネットワークを築 

く専門性と、コーディ 

ネート能力を持った人 

材によって文化的コモ 

ンズの形成を牽引する 

 

 

 

 

 

 

 

施設と地域が培ってきた 

ものを継承しながら、資 

源やネットワークをさら 

に活かし、時代に適した、 

これからの地域文化拠点 

として相応しい施設を目 

指す 

 

 

 

□来場者アンケート「大

変満足」と「満足」の合計 

（４段階中、１・２番目

の評価）：72％以上 

 

 

●文化芸術活動団体の施設

ＷＥＢサイトでの紹介【新

規】 

■ＷＥＢサイトで、文化

芸術活動団体や若手アーテ

ィストの紹介やリンク貼り

付けを行い、広く紹介しま

す。 

□紹介団体：３団体以上 

 

 

○第 32 回大倉山秋の芸術

祭【継続・発展】 

■共催者へのご挨拶と事前

打合せの実施を実施しま

す。 

■共催者へのアンケート 

調査の実施および来年実施

内容へ反映します。 

 □年１回実施（11 月） 

□来場者アンケート「大 

変満足」と「満足」の合計

（４段階、１・２番目の評

価）：72％以上 

 

 

○第 32 回大倉山こどもフ

ェスティバル【継続・発展】 

■共催者へのご挨拶と事 

前打合せの実施を実施しま

す。 

■大倉山公園と連携し 

て、子どもや市民とともに 

アート作品を作り、公園や 

当館屋外に展示します。 

■共催者へのアンケート 

ど、親子向けのプログラ

ムを実施しました。当日

の運営には、近隣中学校

にボランティアのご協力

をいただきました。 

 

 

 

 

WEB で団体紹介、FB 上で

ギャラリーに特化した活

動紹介を発信し、文化芸

術活動団体を広く紹介し

ました。 

 

 

 

 

 

共催者との協議の上、第

32 回大倉山秋の芸術祭を

開催しました（11/1～

11/6）。期間中は全館を活

用し、大倉山記念館をご

利用の皆様によるプログ

ラムを実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

共催者との協議の上、第

32 回大倉山こどもフェス

ティバルを開催しました

（5/5）。開催に当たり、

記念館前から公園にかけ

て、近隣小学校の協力に

より作成した鯉のぼりを

展示しました。 

□満足度 84％【達成】 

・入場者数 736 名 

・アンケート回収 49 件 

 

 

 

 

 

 

■活動紹介の方法につい

て、今後も協議し実施して

いきます。 

 

 

□紹介団体：16 団体【達成】 

 

 

 

 

■実行委員会メンバーとの

次年度に向けた協議を実施

しました。【達成】 

■計画実施 

 

 

□年１回開催【達成】 

□満足度 80％【達成】 

・入場者数 6,705 人 

・アンケート回収 87 件 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■地域のボランティアメン
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文化的コモンズ形成の 

ために、文化施設とし 

て求められる専門性 

と、地域の顔として求 

められる多様な役割を 

両立するため、この役 

割を担う多様なコーデ 

ィネーターを育成し、 

協働を推進 

 

調査の実施および来年実施

内容へ反映します。 

 

 

 □年１回実施（５月） 

□来場者アンケート「大

変満足」と「満足」の合計 

（４段階中、１・２番目

の評価）：72％以上 

 

○第 10 回大倉山ドキュメ

ンタリー映画祭【継続・発

展】 

■共催者へのご挨拶と事前

打合せの実施を実施しま

す。 

■共催者へのアンケート調

査の実施および来年実施内

容へ反映します。 

 

 

□年１回実施（３月）  

□来場者アンケート「大

変満足」と「満足」の合計 

（４段階、１・２番目の

評価）：72％以上 

 

 

○市内の他の文化施設や文

化団体等との連携事業【新

規】 

 ■市内の他の文化施設の

運営団体や（公財）横浜市

芸術文化振興財団と連携・

協働した事業や講座を開催

します。 

■全国で文化施設の管理運

営実績を持つ協力企業から

アドバイスをいただくとと

もに、連携・協働事業を開

催します。 

■共催者へのご挨拶と事前

当日は、近隣中学校の先

生、生徒さまに運営ボラ

ンティアのご協力をいた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共催者との協議の上、第

10 回大倉山ドキュメンタ

リー映画祭を開催しまし

た。（3/25・26）７本のド

キュメンタリー映画上映

と、トークショーの、計

８プログラムを実施しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大倉山エルム通り商店街

にて開催の、地域の関連

施設の方々が集まって街

づくりを協議する大倉山

ソクラテス講座に参画し

ました。（8/25） 

都市緑化フェアプレイベ

ントとして行われた、港

北区役所による、ポール

スミザー氏による園芸講

座（10/29）ならびに絵画

バーや、中学生、ご参加の

親子と、多世代の交流へと

繋がりました。次年度への

協議を実施しました。 

□年１回開催【達成】 

□満足度 97％【達成】 

・入場者数 1,045 名 

 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■共催者との協議の上、ホ

ール環境、備品、掲載用看

板など、必要に応じて改良

し、開催運営の改善に繋げ

ました。 

□年１回開催【達成】 

□満足度 99％【達成】 

・入場者数 514 名 

・アンケート回収 127 件 

 

 

 

 

 

 

■市内多施設との連携、協

力企業との連携、港北区近

隣施設との連携について、

次年度に向けた協議を実施

しました。【達成】 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 
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打合せの実施 

■共催者へのアンケート調

査の実施および来年実施内

容への反映 

 □年１回以上（10 月～） 

□来場者アンケート「大

変満足」と「満足」の合計 

（４段階、１・２番目の評

価）：72％以上 

 

 

展（10/26～30）の開催に

協力しました。 

全国で文化施設の管理運

営実績を持つ協力企業か

らアドバイスをいただ

き、連携・協働事業につ

いて協議しました。 

第一回港北区地域連携会

議に出席し、港北区内の

地域の施設間の連携につ

い て 協 議 し ま し た 。

（3/16） 

 

■計画実施 

 

 

□年３回実施【達成】 

□ヒアリングのみ実施 

【未達成】 

 

③建築物としての保存、管理及び価値の普及並びに市民の円滑な施設利用の促進 

[取組内容] 

施設の価値と保全の必 

要性を体感・体験でき 

るイベントや事業の実 

施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

●ガイドツアー【継続・発展】 

（１）施設見学プログラムの

実施 

■港北区と連帯しながら、地

域の小学生に向けた事前予

約制の施設見学ツアープロ

グラムを構築します。 

 □施設見学ツアー参加：希

望校に対応 

（２）観梅会や大倉山オープ

ンヘリテイジなどの市内イ

ベント開催時のガイドツア

ー 

 

■市内イベント開催時や来

館者が多い季節に施設スタ

ッフによる館内・公園の無料

ガイドツアーを実施します。 

□年12回開催 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□来場者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中、１・２番目の

評価）：72％以上 

 

 

[実施内容] 

 

 

 

学校の要望に応じて随

時、館内見学をガイドし

ました。 

また、下記の内容のガイ

ドツアーを実施しまし

た。 

・ 今 昔 建 サ ロ ン

(7/16,10/29 各 2 回) 

・オープンデイ館内ツア

ー(9/11、2/12 各３回) 

・記念館周辺の地域ツア

ー(2/19,２回) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成状況] 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

□２校実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

■ガイドツアーの需要の

高さを受け、次年度のより

体系的な実施に向け、関係

各所と協議しました。 

□年 12 回開催【達成】 

□HP・FB・情報誌にて３件

発信【達成】 

□満足度 96％【達成】 

・参加者数 211 名 

・アンケート回収 56 件 
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利用者・地域住民など 

とともに「大倉山記 

念館利用ルール」を策 

定し、広く告知すると 

ともに、遵守を徹底 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のシンボルとし 

て、メディアの撮影や、 

一般向けウエディング 

ロケ地として活用し、 

施設と地域のイメージ 

アップに貢献する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●関係団体との連携による

文化財の保護【継続・発展】 

■修繕の際は、歴史 

的資産の保全活用に関する

調査研究やその成果の普及

啓発に取り組む横浜市歴史

資産調査会（ヨコハマヘリテ

イジ）監修のもと、文化振興

課及び教育委員会と協議を

行います。 

■修繕を実施する際は、 

横浜市歴史資産調査会（ヨコ

ハマヘリテイジ）監修のも

と、その内容について可能な

限り情報を開示します。 

■当グループが管理運営 

する他の文化財施設や全国

の文化財施設との連携を深

め、情報共有・情報交換を行

います。 

 

●撮影・ロケの積極的な誘致

【継続・発展】 

（１）メディア撮影・ロケへ

の協力 

■撮影等への利用に積極的 

に協力し、施設の有効活用を 

図ります。 

□撮影協力：目標年間 35 件  

 

（２）協力会社やロケ地コー

ディネート会社への積極的

な情報の開示 

■撮影実績のある制作会社

やコーディネート会社に加

え、協力会社や代表団体の広

報室、新たなコーディネート

会社に対しても積極的な情

報提供と撮影誘致を行いま

す。 

 

 

 

 

（公財）横浜歴史資産調

査会ヘリテイジサポート

クラブの会員として、情

報収集・情報交換をいた

しました。また、文化振

興課及び教育委員会の監

修の元、修繕を実施しま

した。 

当グループが管理運営す

る他施設と連携し、情報

共有・連携を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）撮影・ロケの積極

的な誘致・対応を行まし

た。 

 

 

 

 

（２）BS 朝日「100 年名

家」の取材への協力を通

じて、建築として、ロケ

地としての知名度向上へ

繋げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■文化財として必要な情

報を収集し、協議しまし

た。【達成】 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

□撮影実施：年間 27 件 

【未達成】 

 

 

 

■計画実施【達成】 
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地域住民・連携先とと 

もに公園と地域のにぎ 

わいを演出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ウエディングフォトロ

ケーションとしての活用 

■文化財として、伝統と趣の

ある施設のロケーションを

記念日の写真撮影スポット

として活用します。 

□撮影協力：目標年間２件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 大倉山記念館 花めぐ 

り【新規】 

■当館の館内ツアーをはじ

め、大倉山公園や近隣の花を

めぐりながら、地域の魅力を

再発見します。 

■大倉精神文化研究所職員

や当グループ内の植物専門

家、地域の歴史に詳しい方な

どを講師とし、建築・植物・

地域の歴史など、幅広い内容

にします。 

□年１回以上開催（3月） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□参加者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中、１・２番目の

評価）：72％以上 

 

 

（３）ウエディングロケ

ーションとしての活用を

推進しました。また、次

年度に向けたウエディン

グフォトロケーションと

しての仕組みを検討しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（公財）大倉精神文化研

究所との共催で開催した

「今昔建築サロン～まち

編～」と題した館内・大

倉山記念館周辺の街歩き

の際、花めぐりを併せて

実施しました。 

他時期においても、花の

みどころを随時 FB にて

更新し、オンライン上で

お届けしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施設をご利用の皆様、地

域の皆様に極力配慮した

撮影対応の実施に、引続き

努めていきます。 

□１件の実績【未達成】 

・ウエディングフォトロケ

ーションとしての活用 

においては半年先以上に

てご予約を承る手法にて

次年度の秋にほぼご利用

頂ける事案が確定、今後の

ご利用者様に積極的に提

案していきます。 

・撮影協力は１件、件数は

未達であったが問い合わ

せは徐々に増えているの

で今後の対応をスタッフ

間で共有していきます。 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

□年１回開催【達成】 

□HP・FB・情報誌にて３件

発信 【達成】 

□満足度 100％【達成】 

・参加者数 18 名 

・アンケート回収 18 件 
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当施設だけでなく、地 

域全体の保存と活用を 

推進する 

 

●今昔建築講座【継続・発展】 

■一般社団法人横浜歴史 

資産調査会や日本民家再生

協会との連携による歴史的

建造物や伝統ある建築物に

ついての講習会を開催しま

す。建築に詳しくない方でも

気軽に参加でき、楽しめる内

容とすることで、当施設を始

めとする伝統的建築物の素

晴らしさを知っていただく

企画を提供します。 

□年２回以上開催（６月～） 

□ＷＥＢサイトやＳＮＳ等

での自主的な発信：３件以上 

□参加者アンケート「大変満

足」と「満足」の合計 

（４段階中、１・２番目の

評価）：72％以上 

 

建築に詳しくない方でも

気軽に参加でき、楽しめ

る内容で、当施設を始め

とする伝統的建築物の素

晴らしさを知っていただ

く企画として、（公財）

大倉精神文化研究所との

共催により、今昔建築サ

ロンを開催しました。建

築の歴史的価値に加え、

地域における大倉山記念

館の位置づけを歴史的観

点から学ぶ機会となりま

した。 

・今昔建築サロン～たて

もの編～（7/16） 

・今昔建築サロン～まち

編～（10/29） 

 

■（公財）大倉精神文化研

究所との協力により、実施

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□年２回開催【達成】 

□HP・FB・情報誌にて３件

発信【達成】 

□満足度 100％【達成】 

・参加者数 38 名 

・アンケート回収 35 件 

 

 

④広報・プロモーション活動、情報提供 

[取組内容] 

マルチチャネル、多言 

語の広報を展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

●施設紹介パンフレットの

作成および情報発信【継続・

発展】 

■現状のパンフレットを参

考に、当施設のパンフレット

を刷新します。 

 

■パンフレットは館内で 

配布するほか、ＷＥＢサイト

からのダウンロードも可能

にします。 

■重要な箇所は、英語等の多

言語での記載も検討します。 

 

●チラシの作成と新聞折込

【新規】 

■催事や地域の季節の情報

をお伝えするチラシを制作

します。 

■チラシは、館内・商店街・

[実施内容] 

 

 

 

施設パンフレットをリニ

ューアルしました。重要

な個所として、館の概要

は英語での表記を加えま

した。 

パンフレットはホームペ

ージでダウンロードがで

きるよう常時掲載しまし

た。 

 

 

 

 

毎月情報誌を作成し、催

事を中心とした記念館か

らの情報をお伝えしまし

た。また、チラシは館内、

[達成状況] 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■実施【達成】 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■チラシの内容について、
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サークルラウンジの設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大倉山コンシェルジュ 

の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の店舗と自社 

WEBサイトで広範囲 

の広報展開を行う 

 

 

 

 

 

最寄駅・近隣施設等で配布し

ます。 

□チラシ：年４回発行 

□新聞折込：年４回以上 

 

●情報コーナーの設置【継

続・発展】 

■当施設の毎月の催事情報

を掲示・配布します。 

■周辺施設の文化事業の情

報を収集し、掲示・配布しま

す。 

■情報コーナーでは掲示物

や配布物をゆっくりと閲覧

できる、サークルラウンジも

設置します。 

 

●大倉山コンシェルジュに

よる情報提供【新規】 

■施設だけではなく、地域の

情報に精通したスタッフを

育成し、大倉山コンシェルジ

ュとして、お客様対応を実施

します。 

■コンシェルジュは地域の

一員として、地域や近隣学校

の行事、集まりに積極的に参

加・協働します。 

■地域のイベントや活動 

を収集して発信する「まちの

情報ステーション」としての

役割を担います。 

■通年（5月～） 

 

●利用者の利便性向上に向

けての取組【新規】 

（１）新規ＷＥＢサイトの作 

成 

■ＷＥＢの作成にあたって 

は、「横浜市インターネット 

情報受発信ガイドライン細 

則１WEB ページ作成基準」や 

最寄駅、商店街、市内公

共施設にて配布しまし

た。 

 

 

 

 

当施設の毎月の催事の情

報を通年掲示しました。

ロビーへの観葉植物設

置、チラシの点数整理な

ど、より使用しやすく改

良の上、運用しました。 

 

 

 

 

 

 

記念館の主催事業時を中

心に、大倉山記念館スタ

ッフによるコンシェルジ

ュを実施しました。館内

の催しの内容や場所のご

案内と、記念館周辺の情

報などを案内行う。 

コンシェルジュは地域の

一員として、地域や近隣

学校の行事などに参加し

ました。 

地域のイベントや活動は 

随時ロビーにて情報発信

しました。 

 

 

 

 

 

横浜市ガイドライン及び

社内規定に則り、諸室の

利用方法の紹介を分かり

やすく表記した、新規Ｗ

次年度の改良に向けた協

議を実施しました。 

□年 12 回発行【達成】 

□新聞折込：年５回 

【達成】 

 

 

■情報誌 12 回発行【達成】 

 

■周辺施設の文化時用の

掲示・配布は通年実施。 

【達成】 

■サークルラウンジを通

年開設【達成】 

 

 

 

 

 

■コンシェルジュを通じ

て、施設利用の皆様の需要

を把握し、運営改善に向け

た協議を実施しました。 

【達成】 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■通年実施【達成】 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 
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代表団体が社内で独自に定 

める各種規定の遵守し、安 

全・安心と効果を両立させま 

す。 

■ＷＥＢサイトに施設の予 

約状況を公開し、空き時間 

の利用促進を図ります。 

■ＷＥＢサイトに、諸室の利 

用方法を示し、新たな施設利 

用者の獲得を図ります。 

■ＷＥＢサイトに、地域で 

活動する文化団体や若手ア 

ーティストの紹介やリンク 

貼り付けなどを行い、広く紹 

介します。 

■地域や商店街のイベント 

情報や季節のお知らせを掲 

載し、「まちの情報ステーシ 

ョン」としての役割を担いま 

す。 

■代表企業や市内施設の WEB

サイトにリンクを貼り、広域

での広報活動を実施します。 

（２）さまざまな利用者への

配慮 

■ピアノやラジオカセット

などの有料貸出や車いす、机

やイスの無料貸出など、様々

な利用者を想定した各種貸

出グッズを用意します。 

■多言語での館内案内表

示・アンケート実施など、外

国人利用者へ配慮した取り

組みを実施します。 

 

 

 

（３）利用者のご意見を伺う

仕組み作り 

 ■館内の目に付きやすい

場所にご意見箱を設置しま

す。 

ＥＢサイトを作成しまし

た。FB との連動により、

季節の旬の情報をお届け

するともに、予約状況に

応じた、施設の空き状況

の公開、ギャラリーの情

報発信を通じた文化団体

や若手アーティストの紹

介を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）各種備品の貸し出

しを実施し、必要に応じ

て点数を補充しました。

（7/13～） 

・箱足２点追加 

また、館内サイン劣化へ

の対応として、幅広い年

齢層と外国の施設利用者

のみなさまにも視覚的に

分かりやすい表記に刷新

しました。デザインは建

築の意匠に配慮したもの

としました。（9/8～） 

 

（３）利用者アンケート

を実施し、ご意見を集め、

運営改善の参考にいたし

ました。（3/27～）また、

関係者とのミーティング

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

■記念館でのお貸出し備

品の中で、特に需要が増え

ているものを備品として

追加し、貸出しを実施しま

した。【達成】 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

■利用者の皆様のご意見

を拝聴・集約し、随時、検

討しました。車いすの貸出

が未実施。【一部未実施】 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 
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SNSやARなどのICTを 

活用した積極的なプロ 

モーションを展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域や各団体と連携し 

た広報を実施 

 

 

 

 ■利用者アンケートを実

施します。 

 ■大倉山ミーティングを

開催します。 

 

●広報よこはま等へ掲載依

頼および当グループの広報

連携の取組【継続・発展】 

■「広報よこはま」や港北

区区民活動支援センター発

行の「楽・遊・学」および地

域フリーペーパー等への積

極的な掲載依頼を行います。 

■当グループのＷＥＢサ

イトへのリンクや広報室を

活用したプレスリリースに

よる広域の広報ＰＲを実施

します。 

 

 

 

 

 

●ソーシャルメディアを活

用した情報発信【新規】 

（１）Facebook での情報発信 

■当施設の最新情報やお知

らせ、地域の旬の情報をお伝

え す る 「 大 倉 山 記 念 館

Facebook」を開設し、認知度

の拡大と既存利用者の満足

度向上と新規利用者の拡大

を図ります。 

 □ Facebook での情報発

信：２日１回以上 

 

 

●関係機関等との連携によ

るＰＲ活動【継続・発展】 

（１）港北区区民活動支援セ

ンターでのＰＲ活動 

■港北区役所４階にある港

により、ご意見を集めま

した。（9/11、3/10） 

 

 

 

 

 

 

広報よこはま、楽・遊・

学などへの掲載や、タウ

ンニュースやぱどなど、

地域誌への掲載依頼を実

施しました。また、年４

回発行の代表企業の指定

管理施設紹介の広報誌

に、大倉山記念館の施設。

催事情報を掲載しまし

た。また、代表企業の広

報室を活用し、ＷＥＢサ

イトに大倉山記念館ＷＥ

Ｂサイトのリンクを実施

しました。 

 

 

 

 

ソーシャルメディアを活

用した情報発信として、

FB の立ち上げと配信を

実施しました。当施設の

最新情報やお知らせ、地

域の旬の情報をお届け

し、認知度の拡大と既存

利用者の満足度向上と新

規利用者の拡大を図りま

した。 

 

 

 

（１）当館での共催事業

などを通じて、港北区区

民活動支援センターとの

■3月に実施【達成】 

 

■2 月にイベントにて実施。 

【達成】 

 

 

 

 

■フリーペーパーへの掲

載を積極的に実施し、当館

の施設概要や事業を広く

PR しました。【達成】 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■季節の移ろい、催事の頻

度に合わせ、今年度として

必要な頻度で稼働を開始

し、情報発信を実施しまし

た。 

 

 

□Facebook での情報発

信：４日１回【未達成】 

 

 

 

 

 

 

■施設紹介の強化の上、窓
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市民が行う文化芸術活動

に対する情報提供や専門

家の紹介などを支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北区区民活動支援センター

で、当施設の利用手引きや催

事場法の配布、相談窓口にお

ける当施設の利用案内を推

進することにより、区内の新

規利用者の発掘に努めます。 

■港北ボランティアガイド

との連携による見学ツアー

を定期的に実施します。 

■区民活動支援センターに

おける利用案内体制を確立

します。 

（２）港北国際交流ラウンジ

との連携強化によるＰＲ活

動 

■港北国際交流ラウンジに

働きかけ、ラウンジ内で当館

の利用手引きやパンフレッ

ト、イベント情報の配布を行

い、外国人の利用を促進しま

す。 

 

●地域の文化活動団体への

支援【継続・発展】 

（１）既存共催事業の継続と

発展 

■既存共催事業における各

団体との話し合いの場を持

ち、施設の特性を活用し、事

業を実施します。 

■現状における課題や要望

についてお伺いし、その解決

や改善に尽力し、事業の発展

に貢献します。 

 

（２）地域で活動する文化団

体の維持と発展を支援 

■大倉山コーディネーター

として、地域の文化団体の芸

術活動に関する情報を収集

します。 

 

広報協力を行いました。 

港北ボランティアガイド

との連携による見学ツア

ーを、希望時に開催しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）港北区国際交流ラ

ウンジでのパンフレット

設置に向けた協議を実施

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）既存共催事業の継

続と発展のため、各既存

事業における団体との話

し合いの場を持ち、施設

の特性を活用し、事業を

実施しました。事業の実

施を通じて、現状の課題

や要望について随時お伺

いし、協議の上、解決・

改善に努めました。 

 

（２）地域で活動する文

化団体の維持と発展を支

援するため、地域の文化

団体の芸術活動に関する

情報を収集しました。 

また、施設内に情報コー

ナーを設置し、地域の文

口にお越しの新規の施設

利用の皆様には、積極的に

希望カ所の見学の対応を

し、ご利用へと繋げまし

た。【達成】 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■共催団体個々の事情に

応じた、事業の継続発展へ

対応に努めました。【達成】 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 
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各種ガイドラインを遵守 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の歴史、見どころを

わかりやすく伝え、知識

と教養の向上に応える 

 

■施設内に情報コーナーを

設置し、地域の文化団体の活

動をお知らせするチラシや

パンフレットを配布します。 

 

（３）文化活動を始めたいと

考えている方への支援 

■館内に設置した地域の文

化活動団体の紹介コーナー

で会員募集を行います。 

■既存団体の中から希望す

る活動に適した団体を紹介

します。 

 

●ＷＥＢサイトの新規作成

【新規】 

■横浜市インターネット情

報受発信ガイドラインを遵

守し、新規ＷＥＢサイトを作

成します。 

■催しの情報や年度事業計

画書・報告書をＷＥＢサイト

に掲載します。 

■施設の貸出状況、次回抽選

日、各室の稼働状況をＷＥＢ

サイトに掲載し、情報発信を

行います。 

 

●歴史的建造物への興味喚

起に向けての取組【継続・発

展】 

（１）配布用チラシ制作 

■大倉山精神文化研究所や

横浜歴史資産調査会（ヨコハ

マヘリテイジ）と連携し、歴

史的建造物である大倉山記

念館への関心・理解を深める

ことを目的として、配布用チ

ラシ（Ａ３サイズ）を常備し、

一般見学者や総合学習授業

で来館する小・中学生に配布

していきます。 

化団体の活動を紹介しま

した。 

 

 

 

（３）文化活動を始めた

い方への支援として、文

化活動団体の紹介コーナ

ーにて、会員の募集を随

時行いました。また必要

に応じて、団体の紹介を

行いました。 

 

 

 

 

横浜市インターネット情

報受発信ガイドラインを

遵守したＷＥＢサイトを

作成しました。 

催しの情報や、施設の貸

出状況の情報発信を行い

ました。 

歴史的建造物への興味換

気に向けた取組を実施し

ました。 

 

 

 

 

 

（１）（公財）大倉精神文

化研究所との協力で、施

設の文化財としての価値

を紹介するパンフレット

を作成し、一般見学者や

総合学習、館内ツアーの

際に配布しました。 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

■横浜市の指導に従い、ソ

フトウェアの確認やアッ

プロードなどを随時対応

しました。【達成】 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大倉山記念館の文化的

価値に関心をもつ来館者

が多い中、概要が１枚で分

かるパンフレットは大変

好評でした。【達成】 



 - 26 - 

（２） 施設運営について 

①文化活動等への施設の提供（貸出業務への取組） 

[取組内容] 

市民・利用者の利便性と 

公平性、施設の維持に配 

慮し、関係者とともに策 

定する利用ルールの徹底 

で、どなたにもわかりや 

すく、いつまでも快適な 

施設利用を実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

（１）開館について 

開館日数 347 日 

開館時間 9 時～22 時 

休館日 

施 設 点 検

日：12日間

（月１日） 

年末年始：

12/29 ～ 1/3 

計 6 日間 

（２）利用料金について：別

紙のとおり 

 

（３）利用者本位の貸出し業 

務の遂行、適切な貸出しシス 

テムの構築と運用無事故を 

目標とします。利用ルールの 

徹底、日常から利用者・市民 

の声を聴き、施設運営に反映 

することで、苦情の未然防止 

策に努めます。それでも発生 

してしまった苦情には迅速 

に対応し、その内容を施設運 

営に役立てることで、利用者 

が安全・安心で、快適にお過 

ごしいただける環境を創り 

ます。 

■ご要望やご意見および対

応内容の館内等への表示 

■ご要望やご意見の全スタ

ッフの共有 

 

 

（４）駐車場の運営 

■安全に充分注意し、希 

望者ができるだけ駐車場を 

利用できるよう臨機応変に 

対応します。 

■利用ルールの告知 

 

[実施内容] 

（１）開館について 

開館日数 347 日 

開館時間 9 時～22 時 

休館日 

施 設 点 検

日：12日間

（月１日） 

年末年始：

12/29 ～ 1/3 

計 6 日間 

（２）利用料金について、

別紙のとおり運用しまし

た。 

（３）利用者本位の貸出し 

業務の遂行、適切な貸出し

システムの構築と運用無事

故を目標とし、運営しまし

た。利用ルールの徹底、日

常から利用者・市民の声を

聴き、施設運営に反映する

ことで、苦情の未然防止策

に努めました。それでも発

生してしまった苦情には迅

速に対応し、その内容を施

設運営に役立てることで、

利用者が安全・安心で、快

適にお過ごしいただける環

境創りへ努めました。 

ご要望やご意見は全スタッ

フで共有し改善に努めまし

た。 

 

 

（４）駐車場の運営として、 

安全に充分注意し、希望者 

ができるだけ駐車場を利用 

できるよう臨機応変に対応 

しました。 

利用ルールの告知を実施し 

ました。 

[達成状況] 

■計画実施 

左記日数及び開館時間

の実施と休館日におけ

る施設点検を励行しま

した。【達成】 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ご要望・ご意見におい

てはスタッフ間の共有

の観点から事務所内に

おける連絡ノートに各

自が記載し情報共有に

しました。【達成】 

 

■駐車場のご利用に関

しては基本的に1団体に

つき１つの利用をご利

用者様に対してご理解

を賜り、２台目以降は随

時対応としました。 
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目標利用率（５年平均） 

ﾎｰﾙ90％/ｷﾞｬﾗﾘ-99％ 

1集会78％/2集会90％ 

3集会63％/4集会71％ 

5集会79％/6集会62％ 

7集会76％/8集会58％ 

9集会71％/10集会84％ 

（５）全スタッフの統一され

た高レベルの巡回点検 

 ■毎日、開閉館時にチェッ

クシートを用いて、駐車場内

の巡回点検を実施します。 

 □日常巡回点検：１日２回

以上 

 

 

（６）各部屋の目標利用率に

ついて 

ﾎｰﾙ 88％ 

ｷﾞｬﾗﾘｰ 99％ 

第１集会室 73％ 

第 2集会室 87％ 

第 3集会室 61％ 

第 4集会室 70％ 

第 5集会室 77％ 

第 6集会室 61％ 

第 7集会室 75％ 

第 8集会室 54％ 

第 9集会室 68％ 

第 10 集会室 82％ 
 

（５）全スタッフの統一さ 

れた高レベルの巡回点検を

実施しました。 

毎日、開閉館時にチェック

シートを用いて、駐車場内

の巡回点検を実施しまし

た。 

 

 

（６）各部屋の目標利用率

について 

ﾎｰﾙ 77％ 

ｷﾞｬﾗﾘｰ 73％ 

第１集会室 77％ 

第 2集会室 61％ 

第 3集会室 61％ 

第 4集会室 73％ 

第 5集会室 75％ 

第 6集会室 62％ 

第 7集会室 77％ 

第 8集会室 52％ 

第 9集会室 73％ 

第 10 集会室 83％ 
 

【達成】 

 

■巡回点検はスタッフ

レベルが全員均等にな

るよう実施し、毎日にお

けるチェックシートを

確実に励行しました。 

【達成】 

 

□各会議室の目標利用

率は全12会場中目標率

をクリアできたところ

が７会議室となってお

り、他５会議室は未達で

した。 

特にギャラリー、ホール

の２会場の達成率が他

会場より低かった為、全

体の計画稼働率に影響

した、ご利用の無い時は 

見学とした、オープンギ

ャラリーにして今後の

ご利用者に見学しても

らい率向上としていき

ます。 

【一部未達成】 

 

 

 

 

②利用促進・利用者サービスの向上及びアイデア・ノウハウの一層の活用 

[取組内容] 

公益性・公共性・利用 

者満足度の高いアイ 

ディア・ノウハウを積 

極的に提案し、施設や 

地域のファンを増や 

し、リピーター化を進 

める 

 

 

 

[達成指標] 

（１）花とみどりによる清潔

で潤いある環境を演出 

■施設入口に季節の花の寄

せ植えやコンテナガーデン

を設置します。 

■集会室や館内共有スペー

スに観葉植物を配置します。 

■トイレには生花や鉢物を

配置し、環境美化に寄与しま

す。 

[実施内容] 

（１）みどりのカーテン

の設置（５月～９月）の

育成・設置を行いました。

また催事の際、施設内に

寄せ植えやコンテナガー

デンを設置し、花とみど

りによる潤いある環境を

演出しました。また、地

域の皆様や施設利用の皆

様のご協力により、館内

[取組指標] 

 

 

■通年実施【達成】 

 

 

■年 1回開催【達成】 

 

■計画実施【達成】 
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苦情発生・要望への対 

応 

 

■夏場には、館外にグリーン

カーテンを設置し、利用者や

地域住民に環境保全啓発を

実施します。 

 

（１）利用者ニーズに応じた

さまざまなサービスの導入 

■アンケート調査・利用者懇 

談会などの利用者のニーズ 

に迅速に対応して、運営にフ 

ィードバックします。 

 

 

■各室利用者や事業共催者

へ事前予約によるお弁当販

売の実施を検討します。 

■各種貸し出しグッズ 

の提供や車いす、ベビーカー

の無料貸出を行います。 

■館内に設置した授乳室を

より快適で使いやすい環境

に見直しします。 

■催事開催時に子どもの預

かりを行い、母親が安心して

催事に参加できるサービス

を検討します。 

■館内ベンチの増設を検討

します。 

■施設のパンフレットや館

内案内の多言語による表示

を検討します。 

■英語等を話せる講師によ

る催事を実施し、外国人も参

加できるようにします。 

□実施：年 1 回以上 

■地域の各種情報を発信す

る「まちの情報ステーショ

ン」としての役割を担いま

す。 

■館内に災害時対応機能付

きの自動販売機を設置しま

す。 

に切り花や寄せ植えを展

示しました。 

 

 

 

（１）施設運営を通じて日頃

より窓口にていただく施設

利用の皆様のご意見を公

平公正に拝聴し、伺ったご

意見を参考に、適宜運用

方法やご利用ルールの改

定を行いました。 

事業開催の際にお弁当の

予約販売を試験的に実施

しました。 

 

館内の授乳室に造花やぬ

いぐるみを設置し、より

親しみやすい環境に見直

しました。 

催事開催時に子どもの預

かりを行い、母親が安心

して催事に参加できるサ

ービスを実施しました。 

 

 

 

 

施設のパンフレットや館

内案内の多言語表記を検

討しました。 

英語を話せる講師による

茶道デモンストレーショ

ンを実施しました。 

 

地域の各種情報を発信す

る「まちの情報ステーシ

ョン」としてロビーを整

備しました。 

館内に災害時対応機能付

きの自動販売機を設置し

ました。 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

■各内容の充実強化に向

けた検討を実施しました。

苦情・要望については、真

摯に拝聴し、改善に向けた

施策を検討しました。 

【達成】 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画未実施 

車いす・ベビーカーは再考

していきます。【未達成】 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■ベンチ増設を検討しまし

た。【達成】 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施 

 

 

□１回実施【達成】 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 



 - 29 - 

 

 ③組織的な施設運営（職員の確保、配置及び育成） 

[取組内容] 

施設の特性を熟知した 

スタッフによる安全・ 

安心・快適を最優先に 

考えた運営組織を構築 

し、施設の顔として、 

利用者や地域住民・市 

民に最高の「おもてな 

し」を提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

（１）人材の配置について 

項目 人数 備考 

館長 １人 業 務 全

体 の 統

括 責 任

者、対外

折衝 

職員 ３人 施 設 維

持管理、

イ ベ ン

ト ・ 広

報、総務 

受 付

ア ル

バ イ

ト 

５人  

  ９人  

（２）勤務体制について 

・開館時、閉館時とも１人以

上の正社員を配置 

・夜間～閉館時は２名以上を

配置し、安全・安心を確保 

・学生や主婦、シルバー人材

の活躍の場として、短時間勤

務や夜間勤務を設定 

・業務に応じて、スタッフの

配置時間や人数を調整  

・労働基準法を遵守した配置

計画とする 

・本部サポート部隊との連携

を密にし、潤滑に運用 

 

 

（３）研修について 

■運営開始前および運営開

始後の定期的かつ計画的な

研修を実施します。１年目

は、接客接遇や利用受付、緊

急時対応等の基本的な内容

[実施内容] 

（１）人材の配置について 

項目 人数 備考 

館長 １人 業 務 全

体 の 統

括 責 任

者、対外

折衝 

職員 ３人 施 設 維

持管理、

イ ベ ン

ト ・ 広

報、総務 

受 付

ア ル

バ イ

ト 

５人  

  ９人  

（２）勤務体制について、 

開館時、閉館時とも１人以

上の正社員を配置しまし

た。夜間～閉館時は２名以

上を配置し、安全・安心を

確保しました。学生や主婦、

シルバー人材の活躍の場と

して、短時間勤務や夜間勤

務を設定しました。業務に

応じて、スタッフの配置時

間や人数を調整しました。 

労働基準法を遵守した配置

計画としました。 

本部サポート部隊との連携

を密にし、潤滑な運用にあ

たりました。 

（３）研修について、運営

開始前および運営開始後の

定期的かつ計画的な研修を

実施しました。１年目は、

接客接遇や利用受付、緊急

時対応等の基本的な内容を

[達成状況] 

■総勢９名で施設運営

を行いました。【達成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 



 - 30 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者や市民へ質の高い 

サービスを提供できる人 

材育成を行い、「顔の見え 

る運営」を実践 

 

の習得を目標にします。 

□運営開始前研修：１回 

 

 □基礎研修：年２回  

 

 

（４）スタッフミーティング 

の開催 

■各種ミーティングを開 

催し、情報共有およびチーム

ワークを醸成します。 

■朝礼・全体会議等、定期 

的なミーティングを開催し、 

本部サポート部隊を含む、全 

スタッフが施設運営に関す

る情報や利用者の要望を共

有するとともに、スタッフの

連帯感や一体感を醸成しま

す。 

 

（５）地域住民、地域の各 

種団体、関係機関等との連携 

体制の確立 

■スタッフの顔が見える 

運営を目指します。 

■地域住民へのお声がけ 

など、スタッフから積極的に 

コミュニケーションを図り 

ます。 

■ゴミ拾いや花植え活動な

ど、明るく見通しの良い環境

づくりに努めます。 

 

（６）大倉精神文化研究所と

の連携強化 

■日頃からスタッフ同士の

積極的なコミュニケーショ

ンを図ります。 

 □連絡調整会：月 1回 

 

 

 

習得しました。 

□運営開始前研修：１回 

 

 □基礎研修：年２回  

 

 

（４）スタッフミーティグ 

の開催について、各種ミー 

ティングを開催し、情報共 

有およびチームワークを醸 

成しました。 

朝礼・全体会議等、定期 

的なミーティングを開催 

し、本部サポート部隊を含 

む、全スタッフが施設運営 

に関する情報や利用者の要 

望を共有するとともに、ス 

タッフの連帯感や一体感を 

醸成しました。 

 

（５）地域住民、地域の各 

種団体、関係機関等との連 

携体制の確立として、スタ 

ッフの顔が見える運営を目 

指しました。 

地域住民へのお声がけな 

ど、スタッフから積極的に 

コミュニケーションを図り 

ました。 

ゴミ拾いや花植え活動な 

ど、明るく見通しの良い環 

境づくりに努めました。 

 

（６）大倉精神文化研究所 

との連携強化として、日頃 

からスタッフ同士の積極的 

なコミュニケーションを図 

りました。 

 

 

 

 

 

□運営開始前研修１回

開催【達成】 

□基礎研修２回開催 

【達成】 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■現場での課題をテー

マとし、スタッフ感で自

由に意見を出し合うワ

ークショップを行うな

ど、より実践的なミーテ

ィングを実施しました。 

【達成】 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

■窓口や館内巡回時の

挨拶を強化しました。 

【達成】 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

■必要に応じた連絡調

整回を実施し、事業の相

互共有に努めました。 

□計画実施【達成】 
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（７）地域の各種団体等との

連携強化 

■大倉山地区連合町会や大

倉山夢まちづくり実行委員

会への加入を検討します。 

 

■日頃から防犯・感染症対

策・事故防止等の情報を共有

します。 

■町内会や商店街等へ自衛

組織の結成や共同防災訓練

の実施、連絡体制の構築を提

案します。 

■近隣中学校への職業体験

利用の誘致活動を行います。 

 □町内会や地域の集会へ

の参加：年４回 

 

（８）官民協調体制の確立 

■ステークホルダーである、

区民・利用者・横浜市・当グ

ループの共益を目指した効

率的な管理運営に努めます。

行政のパートナーとして利

用者満足度の向上に努め、得

られた利益は様々な形で利

用者に還元します。 

（７）地域の各種団体等と 

の連携強化として、大倉山

地区連合町会や大倉山夢ま

ちづくり実行委員会への加

入を検討しました。日頃か

ら防犯・感染症対策・事故

防止等の情報を共有しまし

た。町内会や商店街等へ自

衛組織の結成や共同防災訓

練の実施、連絡体制の構築

の提案に向けた協議を実施

しました。近隣中学校への

職業体験利用の誘致活動を

行いました。 

 

 

 

 

（８）官民協調体制の確立 

として、ステークホルダー

である、区民・利用者・横

浜市・当グループの共益を

目指した効率的な管理運営

に努めました。行政のパー

トナーとして利用者満足度

の向上に努め、得られた利

益は様々な形で利用者に還

元しました。 

 

 

■大倉山愛護会の役員

会・総会の出席、愛護会

会費を出金し協力体制を

構築、共有した。【達成】 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■計画実施 

 

□町内会や地域の集会

への参加：年４回実施 

【達成】 

 

■官民連携の確立に向

けた管理運営に努めま

した。【達成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

④本市の重要施策を踏まえた取組 

[取組内容] 

個人情報の適正な取り 

扱い 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

（１）個人情報保護への取組 

■代表団体が取得してい 

る、(財)日本情報処理開発協

会（JIPDEC）の「プライバシ

ーマーク」認証に準拠した個

人情報保護に努めます。 

■グループ内の個人情報保護

窓口の管理のもと、法令遵守

と情報の漏洩や不正アクセス

などによるデータ破損・盗

[実施内容] 

（１）個人情報保護への取 

組として、代表団体が取得 

している、(財)日本情報処 

理開発協会（JIPDEC）の「プ 

ライバシーマーク」認証に 

準拠した個人情報保護に努 

めました。グループ内の個 

人情報保護窓口の管理のも 

と、法令遵守と情報の漏洩 

や不正アクセスなどによる 

[達成状況] 

 

■全スタッフに対する

個人情報保護研修およ

び試験の実施：年１回実

施【達成】 

 

■計画実施【達成】 
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適正な情報公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

難・改ざんなどのリスクを十

分に理解した上で、取扱い方

法・漏洩防止策を構築し、大

倉山記念館の個人情報保護管

理体制を構築します。 

■個人情報のリスク調査、管

理台帳の作成、リスクチェッ

クシートの作成を実施しま

す。 

 

 □全スタッフに対する個人

情報保護研修および試験の実

施：年 1回 

 

（２）迅速で適切な情報公開 

■情報の公開にあたって 

は、市の情報公開条例を基

本とした「情報公開規定」

を策定し、適切な情報公開

体制を確立します。 

■施設窓口や電話での 

問合せに対し、原則的に全て

の情報を公開することを前提

に、その内容に応じた適切な

情報の開示を行います。ただ

し、市との協議を必要とする

もの（情報開示請求の手続き

を必要とするもの）に関して

は、その手続き方法等を案内

します。 

■施設の管理運営に関する情

報は、市民（利用者）からの

請求（問合わせ）があった時

だけでなく、積極的に自主的

な情報提供を行います。 

■開示請求に対して非公開と

した場合は、その旨と理由を

遅滞なく通知します。 

 

 

 

 

データ破損・盗難・改ざん 

などのリスクを十分に理解 

した上で、取扱い方法・漏 

洩防止策を構築し、大倉山 

記念館の個人情報保護管理 

体制を構築しました。 

個人情報のリスク調査、管

理台帳の作成、リスクチェ

ックシートの作成を実施し

ました。 

 

 

 

 

（２）迅速で適切な情報公 

開として、情報の公開にあ 

たっては、市の情報公開条 

例を基本とした「情報公開 

規定」を策定し、適切な情 

報公開体制を確立しまし 

た。施設窓口や電話での 

問合せに対し、原則的に全

ての情報を公開することを

前提に、その内容に応じた

適切な情報の開示を行いま

した。ただし、市との協議

を必要とするもの（情報開

示請求の手続きを必要とす

るもの）に関しては、その

手続き方法等を案内しまし

た。 

施設の管理運営に関する情

報は、市民（利用者）から

の請求（問合わせ）があっ

た時だけでなく、積極的に

自主的な情報提供を行いま

した。 

開示請求に対して非公開と

した場合は、その旨と理由

を遅滞なく通知します。 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

□年１回実施【達成】 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 
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人権の尊重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境への配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内中小企業への優先 

発注 

（３）人権尊重の取組 

■スタッフの採用にあたって

は、男女の区別なく、適材適

所の人材登用を進めます。 

■障がい者雇用の促進を図る

とともに、授産施設からの物

品購入をはじめ、障がい者と

の共生に積極的に取り組みま

す。 

■すべてのスタッフに対し、

業務基本研修、人権研修等を

実施し、公平・平等利用に関

する知識の習得および、人権

問題、ユニバーサルデザイン

等の正しい理解に努めます。 

 □人権研修：年 1回 

■スタッフのワークライフ・

バランスを推進するととも

に、人権を尊重し、職場の良

好な雰囲気づくりに努めま

す。 

（４）環境への配慮 

■環境に配慮し、廃棄物発生

の抑制に努めます。 

■「市役所ごみゼロ」「横浜 

市脱温暖化行動指針」「ヨコハ

マ３Ｒ」等市の施策や事業に

協力します。 

■花苗の植え付けやグリ 

ーンカーテンの設置などを通

じて、子どもたちをはじめ市

民に環境学習機会を提供し、

環境意識の啓発に努めます。 

（５）市内中小企業振興の取

組 

■横浜市中小企業振興基本条

例に基づき、資材・消耗品等

の購入や設備機器管理、定期

点検等の委託業務は、市内中

小企業等へ優先的に発注を行

い、地域企業の育成に貢献し

ます。 

（３）人権尊重の取組とし

て、スタッフの採用にあた

っては、男女の区別なく、

適材適所の人材登用を進め

ました。障がい者雇用の促

進を図るとともに、授産施

設からの物品購入をはじ

め、障がい者との共生に積

極的に取り組みました。 

すべてのスタッフに対し、

業務基本研修、人権研修等

を実施し、公平・平等利用

に関する知識の習得およ

び、人権問題、ユニバーサ

ルデザイン等の正しい理解

に努めました。 

スタッフのワークライフ・

バランスを推進するととも

に、人権を尊重し、職場の

良好な雰囲気づくりに努め

ました。 

 

環境への配慮として、廃棄物

発生の抑制に努めました。 

「市役所ごみゼロ」「横浜 

市脱温暖化行動指針」「ヨコ

ハマ３Ｒ」等市の施策や事業

に協力しました。 

花苗の植え付けやグリーンカ

ーテンの設置などを通じて、

子どもたちをはじめ市民に環

境学習機会を提供し、環境

意識の啓発に努めました。 

（５）市内中小企業振興の

取組として、横浜市中小企

業振興基本条例に基づき、

資材・消耗品等の購入や設

備機器管理、定期点検等の

委託業務は、市内中小企業

等へ優先的に発注を行い、

地域企業の育成に貢献しま

した。 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■継続協議【達成】 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

 

□年１回実施【達成】 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 



 - 34 - 

 

（３）施設管理について 

  ①施設及び設備の維持保全及び管理 

[取組内容] 

経験と実績を活かした 

的確な日常管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高い専門性を有する市 

内事業者による定期・ 

法令点検の徹底 

 

 

 

 

 

 

 

 

どなたにも安全・安心 

で快適な空間を提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

（１）安全・安心できる施設

の維持 

■「業務の基準」設備等 

保守管理項目を遵守し、日常

的・定期的な施設点検を実施

します。また、必要に応じて

緊急点検を実施します。 

■施設・設備維持管理の専門

スタッフを配置します。 

 

 

□定期的な施設点検：月１回 

□建築物点検マニュアル及

び建築物定期報告に準拠し

た点検：年１回 

 

（２）中長期視点での施設・設

備の維持管理計画の立案 

■引継ぎ期間中に構成団体お

よび市内の専門事業者が施

設・設備を点検し、中長期視点

での施設・設備の維持・保全計

画を立案します。 

■引継ぎ期間中に、修繕履歴

から現状と課題の把握、部品

調達先の確認をします。 

□中長期計画の策定：年１回 

（３）快適で安心できる環境

の維持 

■「業務の基準」の清掃項目 

一覧及び清掃内容一覧を遵 

守し、チェックリストを作成し、 

日常・定期清掃を実施します。 

 

■構成団体の専門家によ 

る日常点検チェックリストを作成

し、日々、スタッフが巡回点検

します。 

[実施内容] 

 

 

■点検チェックリス 

トを作成の上、常駐設備管

理員による日常点検を実施

していました。 

 

■電気工事士の有資格者を 

副館長として常駐させると 

共に、西田装美より適宜専 

門技術者を派遣する体制を 

とりました。 

 

 

 

 

 

 

■引継ぎ時に施設・設備を

点検の上、維持・保全の年間

計画を立案しました。 

 

 

■引継ぎ時に過去の修繕履

歴を確認し、今後の維持管

理体制を整えました。 

 

 

 

■基準に沿った日常清掃お

よび定期清掃を実施し、清掃

後には常駐設備員同行の

下、チェックリストに基づき、

点検評価を行いました。 

■清掃管理評価資格者が作

成した清掃チェックリストに基

づき、常駐設備員による巡回

点検を実施しました。 

[取組指標] 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

■毎日の巡回点検の他、 

月１回作動点検、年１ 

回専門技術者による点 

検を実施しました。 

□年１回の自主点検の 

他、平成 29 年度中の、 

一級建築士による建築 

物点検（12 条点検と同 

内容）を計画しました。 

【達成】 

 

■計画実施【達成】 

3 月に年度計画の策 

定を実施しました。 

 

 

■計画実施 

 

 

□年１回実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 
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■美観の維持に取り組みま

す。 

 

 

■構成団体および市内専 

門事業者による特別清掃・定

期清掃を実施します。 

■改修を実施した場合、空 

気環境測定（ＶＯＣ等含む）

を実施します。また、現状の

把握、問題箇所の抽出を行い

ます。 

 

（４）樹木・公園設備等の点

検管理 

■良好な環境を維持します。 

 

■代表団体のグループ会社

に所属する樹木医や造園施

工管理技能士による植物の

点検と日常手入れの助言を

行います。 

 □樹木診断：年 1回 

 

■「業務の基準」の公園 

管理項目一覧を遵守します。 

■地域住民・行政機関・指 

定管理者の連携による景観

づくりに取り組みます。 

■北部公園緑地事務所と 

の連携により落葉処理等を

行うため、打合せを実施しま

す。 

■ベテラン清掃員による日

常清掃を毎日実施する他、

各スタッフも適宜清掃を実

施しました。 

■清掃作業監督者立会いの

下、定期清掃を実施しまし

た。 

■外部検査機関に委託して

適切に空気環境測定を実施

しました。平成 28 年度中は

8 月に第 6 集会室の測定を

実施、問題はありませんで

した。 

 

 

■良好な環境を維持に努め

ました。 

■代表団体のグループ会社 

に所属する造園施工管理技

能士による植物の点検と、

日常手入れの助言を行いま

した。 

 

 

■「業務の基準」の公園管理

項目一覧を遵守しました。 

■地域住民・行政機関・指 

定管理者の連携による景観

づくりに取り組みました。 

■北部公園緑地事務所との

連携により落葉処理等を行

うため、打合せを実施しま

した。 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

■計画実施 

 

 

 

 

□樹木診断：年１回実施 

【達成】 

■計画実施【達成】 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

②小破修繕への取組 

[取組内容] 

市の指定有形文化財で 

あることを充分に理解 

し、横浜市文化財保護 

条例を遵守 

 

 

[達成指標] 

（１）施設・設備の予防保全 

■過去の修繕履歴をしっか

りと引継ぎます。 

■現状の把握、問題箇所の抽

出、材料・部品等の調達先（メ

ーカー等）の確立を行います。 

[実施内容] 

 

■引継ぎ時に過去の修繕記

録を受領しました。 

■材料・部品等の調達先を

過去の修繕履歴等で調べ、

調達先を確立しました。衛

[達成状況] 

 

■計画実施【達成】 

 

■材料・部品等の調達先

を過去の修繕履歴等で

調べ調達先を確立しまし
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予防保全に努め小破修 

繕を実施し、施設の長 

寿命化と経費削減を両 

立 

 

 

 

 

 

■更新された新設空調設備

が瑕疵補修となる場合は、対

応などについて調整を行い

ます。 

 

（２）中長期視点での施設・

設備の修繕計画の立案 

■引継ぎ期間中に構成団体お

よび市内の専門事業者が施

設・設備を点検し、中長期視点

での施設・設備の修繕計画を

立案します。 

□中長期修繕計画の策定 

：年１回 

生部品、電材等は不具合発

生時に即時対応が出来る様

に予備品をストックしてい

ます。 

 

■瑕疵対象となる不具合は

発生しませんでした。 

 

 

 

 

 

■引継ぎ時に施設・設備を

点検の上、維持・保全の年

間計画を立案しました。 

 

 

 

 

た。尚、衛生部品、電材

等は不具合発生時に即

時対応が出来る様に予

備品をストックしました。

【達成】 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

□毎年 3 月に年度計画を

策定しました。【達成】 

 

 

 

 ③事故防止体制・緊急時（防犯）の対応・感染症対策等衛生管理 

[取組内容] 

「利用者・地域住民の安 

全・安心」を第一に考えた

予防的対策と緊急時対応

体制の整備を実施 

[達成指標] 

（１）「利用者・地域住民の安

全・安心」を第一に考えた予防

的対策 

■事故などの原因となる現象

や状況（ハザード）をまとめた、

ハザードマップを作成します。 

 

■防犯カメラの設置箇所につ

いて、適宜見直しを行います。 

 

■「港北 AAA 防犯情報メール」

へ登録します。 

■救急セットやＡＥＤの配置及

び保守運用を徹底します。 

■事象別のマニュアルを作成

するとともに、日頃から研修や

訓練を行い、体調不良の方や

急病人に適切に対応します。 

[実施内容] 

・利用者・地域住民の安全・

安心を第一に考慮した対策

を行いました。 

■事故などの原因となる現象

や状況（ハザード）をまとめ

た、ハザードマップを作成し

ました。 

■防犯カメラの設置箇所に

ついて、メンテナンスを随時

行いました。 

■港北区役所担当様と協議

を行いました。 

■救急セットやＡＥＤの配置

及び保守運用を徹底した。 

■常にご利用者様の、巡回

による変化を察知し適切に対

応しました。 

 

[達成状況] 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

■計画実施【達成】 

 

■計画実施【達成】 
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■全スタッフに普通救命講習

を受講させます。 

■急な天気の崩れや光化学ス

モッグの発生などを施設やＷＥ

Ｂサイトで告知します。 

■犯罪の起こりにくい施設環境

を整え、未然防止に努めます。 

■手指消毒液を設置し、インフ

ルエンザ・ノロウィルス対策を徹

底します。 

■トイレに手洗い方法の説明を

掲示します。 

■手洗い方法は、英語での案

内も表示します。 

□外部委託スタッフを含む

全スタッフへの研修および勉強

会：年２回 

 

（２）利用料金の確実な管理 

■事務所に、警備会社が提供

する入金機を設置し、利用料

金等の現金を適正・確実に管

理します。 

 

（３）利用者の安全・安心の確

保 

■スタッフによる定時巡回を実

施します。 

 

■スタッフ不在となる時間帯は

機械警備を行い、２４時間の警

備体制を構築します。 

 

■現状の把握、危険箇所の抽

出を行い、ハザードマップを作

成します。 

■ハザードマップによる日々の

巡回を行い、危険箇所につい

ては、内容により、行政機関を

含め関係者と連携して改善を

図ります。 

 

■実施中（職員は取得済） 

 

 

 

 

■防犯環境の整備に努めま

した。 

■館内正面入り口と事務所

受付に書毒液の設置をおこ

ない流行の防止に努めまし

た。 

 

 

 

□勉強会2回実施を行いまし

た。 

 

 

 

■事務所に、警備会社が提

供する入金機を設置し、利用

料金等の現金を適正・確実

に管理しました。当日の現金

は当日入金を徹底しました。 

 

 

■スタッフによる定時巡回を

実施した時間は日によって異

なるが館内、館外とも実施。 

■スタッフ不在となる時間帯

は機械警備を行い、２４時間

の警備体制を構築しました。

（夜間２２：００以降） 

■現状の把握、危険箇所の 

抽出を行い、ハザードマップ

を作成しました。 

■ハザードマップによる日々

の巡回を行い、危険箇所に

ついては、内容により、行政

機関を含め関係者と連携し

て改善を図るように連絡を密

にとりました。 

■一部実施【未達成】 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

■計画実施 

 

□２回実施【達成】 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 
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（４）全スタッフの統一された高

レベルの巡回点検 

■毎日、開閉館時にハザード

マップを基に作成したチェック

シートを用いて、施設内の巡回

点検を実施します。 

 

□日常巡回点検：１日２回以上 

 

 

■開閉館時にハザードマッ

プを基に作成したチェックシ

ートを用いて、施設内の巡回

点検を実施し、異常がないよ

うに徹底しました。 

□日常巡回点検：１日２回 

 

 

■計画実施 

 

 

 

 

□１日２回実施【達成】 

 

④防災に対する取組 

[取組内容] 

情報の一元管理と市・本 

部との情報共有体制の構

築および、緊急時の速や

かな対応と施設被害の最

小化、迅速な利用再開へ

の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的な人道的措置の実 

施、自発的な防災備蓄整 

備や地域と連携した共同 

防災体制の構築 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

（１）緊急時応体制の構築とマ

ニュアルの整備 

■防火管理者を配置します。 

 

■防火計画書を作成し、消防

署へ提出します。 

■横浜市防災計画に基づく対

応マニュアルと連絡網を整備し

ます。 

■連絡網は、市・区に提出しま

す。 

■各関連機関の電話番号を事

務所電話の短縮に登録・掲示

します。 

■マニュアルと連絡網は、携帯

用冊子にし、スタッフは常に携

帯します。 

■大規模災害等が発生した場

合は、行政機関と協力し、迅速

な利用再開に努めます。 

 

（２）日常における防災対策の

実施 

■防災・防火訓練を実施しま

す。 

□消防・防火・防災訓練：年２

回 

■災害用備蓄品を準備すると

ともに、リストを作って管理し、

定期的に確認、備蓄を更新し

ます。 

[実施内容] 

（１）緊急時応体制の構築と

マニュアルの整備 

■防火管理者を選任しまし

た。 

■消防計画を作成の上、港

北消防署へ提出しました。 

■緊急時の対応マニュアル

および緊急連絡網を作成の

上、適宜見直しました。 

■連絡網は関係機関に提出

しました。 

■緊急連絡先については事

務所内の電話に短縮登録し

ました。 

■マニュアル・連絡網を、当

館スタッフ全員が携帯しまし

た。 

■マニュアル・連絡網を作成

の上、災害発生時に適切に

行動できるよう定期的に訓練

を実施しました。 

（２）日常における防災対策

の実施 

■平成 28 年 9 月、29 年 2 月

に防災訓練を実施しました。 

 

 

■災害用備蓄品を準備の

上、リストを作って管理し、定

期的に確認、更新していま

す。 

[達成状況] 

 

 

■計画実施【達成】 

 

■計画実施【達成】 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

□消防・防火・防災訓

練：年 2回実施【達成】 

■計画実施【達成】 
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利用者の安全確保を最優 

先に考えた対応 

（３）緊急時のためのスタッフ確

保 

■緊急時に迅速な現場対応が

できるよう、近隣在住スタッフを

確保します。 

 

■利用者に、避難導線をお伝

えし、避難場所の指導を行いま

す。 

■訓練により判明した 

課題をマニュアルに反映しま

す。 

（３）緊急時のためのスタッフ

確保 

■館長・副館長を含め、多く

のスタッフが横浜市内に在住

の上、常時携帯電話を携行

しました。 

■利用代表者の方に避難経

路を都度ご案内しました。 

 

■適宜、緊急時対応マニュア

ルを更新しました。 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

⑤その他施設管理に関する事項 

[取組内容] 

電気主任技術者による適

切な設備管理 

 

[達成指標] 

（１）当グループの電気主任技

術者による維持管理 

■自家用電気工作物の保安、

監督を実施します。 

 

■施設・設備維持管理の専門

スタッフを配置します。 

 

 

 

■自家用電気工作 

物の工事、維持及び運用に関

する保安監督業務を適正・的

確に行います。 

■自家用電気工作物が、人体 

に危害を及ぼしたり物件に損 

傷を与えたりしないよう維持しま 

す。 

[実施内容] 

（１）当グループの電気主任

技術者による維持管理 

■関東電気保安協会と契約

の上、自家用電気工作物の

保安・監督を委託しました。 

■電気工事士の有資格者を

副館長として配置する他、西

田装美より有資格者を派遣し

て設備の維持管理を行いま

した。 

■関東電気保安協会による

保安監督の他、常駐設備管

理員による日常点検を実施し

ました。 

■常駐設備員による日常点 

検を実施し、異常があった 

場合には保全処置をとった 

上で、速やかな復旧を目指 

しました。 

[達成状況] 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

（４） 収支について 

 ①指定管理料のみに依存しない収入構造 

[取組内容] 

初年度は、現行料金を 

維持。他施設の状況調 

査および利用者の声を 

聴き、2年目以降の料金 

[達成指標] 

（１）安定した利用料金収入の

確保 

■貸出情報をＷＥＢサイトやＳ

ＮＳで発信し、稼働率の向上を

[実施内容] 

（１）安定した利用料金収入

の確保 

■貸出情報をＷＥＢサイトや

ＳＮＳで発信し、稼働率の向

[達成指標] 

 

 

■計画実施【達成】 
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設定を検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稼働率の向上と安定し 

た収入確保を目指す 

図ります。 

■定期的に利用者の声を聞

き、その内容を可能な限り運営

に反映することで、利便性の向

上を図り、稼働率を向上させま

す。 

■利用者と連携し、CD や自作

のアート作品を販売する「物

販」も積極的に実施します。 

 

 

（２）ロケ・撮影利用の拡大 

■今まで以上に広報ＰＲ 

することで、ロケや撮影の利用

を増やし、収入確保につなげま

す。 

 □メディア撮影・ロケ撮 

影協力：目標 年間３５件  

 

 □フォトロケーション撮影協

力：目標 年間２件  

 

上を図りました。 

■定期的に利用者の声を聞

き、その内容を可能な限り運

営に反映することで、利便性

の向上を図り、稼働率を向上

させました。 

■利用者と連携し、CD や自

作のアート作品を販売する

「物販」の実施を検討しまし

た。 

 

 

■広報ＰＲにより、ロケ 

や撮影の利用を増やし、収 

入確保に向けた体制作りを 

行いました。 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

■計画未実施【未達成】 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

□メディア撮影・ロケ撮 

影協力：年間２７件 

【未達成】 

□フォトロケーション撮影

協力：２７件中１件 

【未達成】 

 

②経費削減等効率的運営の努力 

[取組内容] 

スタッフの効率的な運 

営によるコスト削減と 

施設の魅力や価値の広 

い発信による利用促進 

で収入増を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

（１）効率的・効果的な維持 

管理運営によるコスト削減 

■スタッフの効果的な配 

置と変形労働時間制を採用し

た柔軟な出勤体制で、サービ

ス水準を維持し、人員の効率

化を達成します。 

■スタッフの定期巡回に 

より、節電や空調管理を徹底し

ます。 

■マルチジョブシステム 

を採用し、スタッフの効果的な

配置と効率的な運用により、コ

スト削減に寄与します。 

 

■横浜市の環境施策をし 

っかり理解し、施設の目標を定

[実施内容] 

（１）効率的・効果的な維持 

管理運営によるコスト削減 

■スタッフの効果的な配 

置と変形労働時間制を採用し

た柔軟な出勤体制で、サービ

ス水準を維持し、人員の効率

化を達成しました。 

■スタッフの定期巡回に 

より、節電や空調管理を徹底し

ました。 

■マルチジョブシステム 

を採用し、スタッフの効果的な

配置と効率的な運用により、コ

スト削減に努めました。 

 

■横浜市の環境施策をし 

理解し、施設の目標を定めると

[達成状況] 

 

 

■初年度ということもあ

り、４月からの上期にお

いては特に相違のなき

ことを前提としたために

基本動作を中心とした

中で時間超過となり人

件費増につながった。 

但し、上記の時間超過

はこまめな節電にもつ

ながり、効果を得た、今

後においてはコスト削

減に努めていきます。 

【達成】 

■計画実施【達成】 
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効率的な施設運営によ 

る経費縮減策の実施 

 

めるとともに、ＷＥＢサイトや館

内にも掲示します。 

 

■エネルギー管理を強化 

し、次年度以降の目標策定に

役立てます。 

 

（２）光熱水費の削減努力 

■エネルギー管理・点検を強

化します。 

■日々の節電・節水・空調温度

設定管理、可能であれば設備

運転時間の変更を実施しま

す。 

■スタッフ啓発による徹底管理

など、運用改善型省エネルギ

ー対策によって使用量減少を

目指します。 

■設備の改善・修繕などの設

備投資型省エネルギー対策

（省エネルギー機器を更新導

入）を可能な範囲で徐々に取り

入れ、さらなる使用量削減・コ

スト削減を目指します。 

■施設スタッフはもちろん、各

室やトイレにも節電や節水への

協力を依頼する案内等を掲示

し、利用者にも呼び掛けます。 

ともに、館内での掲示を通じ

て、施設利用の皆様への啓蒙

に努めました。 

■次年度以降の目標策定 

に向け、エネルギー管理を実

施しました。 

 

（２）光熱水費の削減努力 

■エネルギー管理・点検を強

化しました。 

■日々の節電・節水・空調温度

設定管理を徹底しました。 

 

 

■スタッフ啓発による徹底管理

など、運用改善型省エネルギ

ー対策によって使用量減少に

努めました。 

■設備の改善・修繕などの設

備投資型省エネルギー対策

（省エネルギー機器を更新導

入）を可能な範囲で徐々に取り

入れ、さらなる使用量削減・コス

ト削減に努めました。 

■施設スタッフだけでなく、各

室やトイレにも節電や節水への

協力を依頼する案内等を掲示

し、利用者にも呼び掛けまし

た。 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

■冷暖房の温度を設定

し一元管理を行えまし

た。【達成】 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

■ご利用者様に対して

も節水・節電の協力を

継続的に呼びかけご理

解を得ることができまし

た。【達成】 

 

（５） ＰＤＣＡサイクルの確実な運用について  

[取組内容] 

①日報及び月報の作成・

管理 

[達成指標] 

（１）業務記録の整備 

■市と協議の上、日報および 

月報のフォーマットを作成し、 

日々業務の記録と管理を適正 

に行います。 

 

（２）業務内容の報告と共有 

■緊急を要するものや重 

要な件に関しては、迅速に市

へ報告します。 

[実施内容] 

（１）業務記録の整備 

■市と協議の上、日報および 

月報のフォーマットを作成し、 

日々業務の記録と管理を適正 

に行いました。 

 

（２）業務内容の報告と共有 

■緊急を要するものや重 

要な件に関しては、迅速に市

へ報告しました。 

[達成状況] 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

■計画実施【達成】 
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■日々の業務内容は、現 

場スタッフだけではなく、本部

サポート部隊も内容を把握・

共有します。 

■日々の業務内容は、現 

場スタッフだけではなく、本部

サポート部隊も内容を把握・

共有しました。 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

②業務計画書及び業務報

告書の作成・管理 

（１）業務計画書の確実な遂行 

■業務計画書に則り、計画的 

かつ確実に業務を遂行しま 

す。 

■実施した事業は報告書 

に記録し、管理します。 

■業務計画書と業務報告 

書は、適宜、市へ報告します。 

■本部サポート部隊による、Ｐ

ＤＣＡサイクルを推進します。 

（２）利用者のニーズや声 

を反映した事業計画の策定 

■事業を進めていく中で、利用

者の声を聴き取り、よりニーズ

を反映した事業計画に刷新し

ていきます。 

（１）業務計画書の確実な遂行 

■業務計画書に則り、計画的 

かつ確実に業務を遂行しまし 

た。 

■実施した事業は報告書 

に記録し、管理しました。 

■業務計画書と業務報告書 

は、適宜、市へ報告しました。 

■本部サポート部隊による、Ｐ 

ＤＣＡサイクルを推進しました。 

 

 

■事業を進めていく中で、利用

者の声を聴き取り、よりニーズ

を反映した事業への刷新を進

めました。 

 

■適宜実施【達成】 

 

 

■適宜実施【達成】 

 

■適宜実施【達成】 

 

■適宜実施【達成】 

 

 

 

■適宜実施【達成】 

 

 

 

 

③業務評価（モニタリン

グ、自己評価、第三者

による評価の実施） 

（１）利用者や市民のご意見や

ご要望の集約 

■ご意見箱や利用者アンケー

ト、電話等、いただいたすべて

のご意見やご要望をデータで

一元管理します。 

■いただいたご意見やご要望

は、全スタッフと本部サポート

部隊が共有します。 

■いただいたご意見やご要望

は、市と共有します。 

（２）セルフモニタリングの実施 

■現場スタッフおよび本部サポ

ートによるセルフモニタリングを

実施します。 

■セルフモニタリングの内容

は、市と共有します。 

（３）執行状況確認会議の実施 

■執行状況について現場と本

部が確認する「執行状況確認

（１）利用者や市民のご意見や

ご要望の集約 

■ご意見箱や利用者アンケー

ト、電話等、いただいたすべて

のご意見やご要望をデータで

管理しました。 

■いただいたご意見やご要望

は、全スタッフと本部サポート

部隊が共有しました。 

■いただいたご意見やご要望

は、市と共有しました。 

（２）セルフモニタリングの実施 

■現場スタッフおよび本部サポ

ートによるセルフモニタリングを

実施しました。 

■セルフモニタリングの内容

は、市と共有しました。 

（３）執行状況確認会議の実施 

■執行状況について現場と本

部が確認する「執行状況確認

 

 

■適宜実施【達成】 

 

 

 

■適宜実施【達成】 

 

 

■適宜実施【達成】 

 

 

■適宜実施【達成】 

 

 

■適宜実施【達成】 

 

 

■適宜実施 
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会議」を開催します。 

□執行状況確認会議：月 1 回 

（４）ご意見やご要望の施設運

営への反映 

■いただいたご意見やご要望

については基準を設け、市と協

議した上で、施設運営に反映

させます。 

■反映した内容を広く公表し、

さらにその内容についてのモニ

タリングを実施し、常にＰＤＣＡ

サイクルが適切に運用する環

境を整備します。 

 

会議」を開催しました。 

□執行状況確認会議：月 1 回 

 

 

■いただいたご意見やご要望

については基準を設け、市と協

議した上で、施設運営に反映

させました。 

■反映した内容を広く公表し、

さらにその内容についてのモニ

タリングを実施し、常にＰＤＣＡ

サイクルが適切に運用する環

境整備に努めました。 

 

□執行状況確認会議：

月 1 回実施【達成】 

 

■適宜実施【達成】 

 

 

 

■適宜実施【達成】 

 

 

 

 

 

 

（６） 留意事項 

[取組内容] 

①保険及び損害賠償の取

扱い 

[達成指標] 

（１） 施設賠償責任保険への加 

入 

■利用者が安全・安心に利用

できる施設であることを保証し

ます。 

□保険の適用事由となる事故

が発生しないよう努めます。 

[実施内容] 

（１）施設賠償責任保険へ加入

した。 

■利用者が安全・安心に利

用できる施設であることを保証

しました。 

□保険の適用事由となる事故

が発生しないよう努めました。 

[達成状況] 

 

 

■計画実施【達成】 

 

 

 

 

 

②関係法令等の遵守 （１）適切な許認可及び届出等 

■観梅期など多くの来場者が

見込まれる期間においては、

飲食物の販売等が予想される

ため、責任を持って届出等を

行います。 

 

■共催事業も含めて、必要とな

る届出等について的確に対処

します。 

■市から目的外使用許可をい

ただき、利用者と連携し、CD

や自作のアート作品を販売す

る「物販」も積極的に実施しま

す。 

（１）適切な許認可及び届出等 

■観梅期など多くの来場者が

見込まれる期間においては、

飲食物の販売等が予想される

ため、責任を持って届出等を

行いました。 

 

■共催事業も含めて、必要とな

る届出等について的確に対処

しました。 

■市から目的外使用許可につ

いて、利用者と連携し、CD や

自作のアート作品を販売する

「物販」について協議しました。 

 

■飲食販売においては

担当者さまから保健所

への届け出を確実に行

って戴き其のことを文化

振興課様に報告しまし

た。【達成】 

■届け出の励行を行

えました。【達成】 

 

■今後の協議案とし

ていきたい。【未達成】 

 

 

 

③市及び関係機関等との

連絡調整 

（１）協力・協調関係の構築 

■横浜市文化振興課、地域の

（１）協力・協調関係の構築 

■横浜市文化振興課、地域の

 

■適宜実施【達成】 
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⑤ その他 

 

市民団体、文化団体、区民活

動支援センター、小中高等学

校、商店街連合会、各関係機

関等と定期的な情報交換を行

い、協力・協調関係を築き、信

頼関係を深め、地域との連携

体制を確立します。 

特に、財団法人大倉精神文化

研究所及び北部公園緑地事

務所とは緊密な関係を築き、施

設の運営に支障がないよう努

めます。 

■関係機関の連絡網を整 

備し、必要に応じて決定事項

等を伝達する仕組みを構築し

ます。 

 □財団法人大倉精神文化 

研究所及び北部公園緑地事 

務所との連絡 

調整会議：毎月実施 

 

 

 

（１）近隣対策 

■撮影協力時に、騒音や撮 

影行為等によって施設利用者

や近隣住民に迷惑が及ぶこと

がないよう努めます。 

■施設外観等を利用する 

撮影協力の際は、施設利用者

及び近隣住民への事前説明を

行います。 

■施設屋外や公園を使っ 

たイベントや事業を行う際に

は、施設利用者及び近隣住民

への事前説明を行います。 

■大倉山ミーティングにお声が

けし、施設に対するご意見やご

要望をお伺いします。 

 

市民団体、文化団体、区民活

動支援センター、小中高等学

校、商店街連合会、各関係機

関等と定期的な情報交換を行

い、協力・協調関係を築き、信

頼関係を深め、地域との連携

体制の確立に努めました。 

特に、財団法人大倉精神文化

研究所及び北部公園緑地事

務所とは緊密な関係を築き、施

設の運営に支障がないよう努

めました。 

■関係機関の連絡網を整 

備し、必要に応じて決定事項

等を伝達する仕組みづくりを検

討しました。 

 □財団法人大倉精神文化 

研究所及び北部公園緑地事 

務所との連絡 

調整会議：毎月実施 

 

 

 

（１）近隣対策 

■撮影協力時に、騒音や撮 

影行為等によって施設利用者

や近隣住民に迷惑が及ぶこと

がないよう努めました。 

■施設外観等を利用する 

撮影協力の際は、施設利用者

及び近隣住民への事前連絡を

行いました。 

■施設屋外や公園を使っ 

たイベントや事業を行う際に

は、施設利用者及び近隣住民

への事前連絡を行いました。 

■大倉山ミーティングにお声が

けし、施設に対するご意見やご

要望をお伺いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画実施 

 

 

 

□財団法人大倉精神 

文化研究所及び北部 

公園緑地事務所との 

連絡調整会議 

：未実施【未達成】 

 

 

 

■適宜実施【達成】 

 

 

 

■近隣の皆さまにおい

ては事前の告知文を投

函しご理解に努めまし

た。【達成】 

■適宜実施【達成】 

 

 

 

■適宜実施【達成】 

 

 

 

 



 - 45 - 

 （２）備品の管理 

■常に最新リストに更新して管

理点検を実施します。 

 

■常に最新リストに更新して管

理点検を実施しました。 

 

■担当者を決めた中で

実数の把握とチェック

体制の構築に努めまし

た。【達成】 
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【別紙１】自主事業一覧 

 

No 

実施 

時期 
事業タイトル 会場 事業内容 計画数 実績数 

１ 
４月 

～ 

季節のフラワーア

レンジメント教室 
集会室 

当グループから講師を招き、季節の植

物を使った各種フラワーアレンジメン

ト教室を開催。 

149 名 60 名 

２ 
４～７

月 
大倉山講演会 ﾎｰﾙ 

大倉山精神文化研究所と共催で、大倉

邦彦の功績や思想、社会貢献等、専門

家による講演を行う。 

320 名 280 名 

３ 
５月 

～ 

文化芸術活動の支

援講座 

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰ

ﾙ・休憩ｽﾍﾟ

ｰｽ 

コンシャルジュが、これから文化活動

を始めたいと考えている方に当施設や

地域で活動する文化団体の紹介を行

う。 

15 名 133 名 

４ 
５月 

～ 
ガイドツアー 

館内・ 

大倉山公

園 

事前予約制の施設見学ツアープログラ

ムや市内イベント開催時および来館者

が多い季節に館内・公園の無料ガイド

ツアーを実施。 

100 名 211 名 

５ 

５月 
第２１回大倉山 

ｼﾞｮｲﾌﾙｺﾝｻｰﾄ 

ﾎｰﾙ・ 

集会室 

市民が音楽のある生活を楽しみ、若手

演奏家が演奏に専念できる場を提供

し、質の高い活気ある音楽文化の発信

地とすることを目的とする実行委員会

形式の事業。 

80 名 80 名 

７月 
第２２回大倉山 

ｼﾞｮｲﾌﾙｺﾝｻｰﾄ 
80 名 80 名 

９月 
第２３回大倉山 

ｼﾞｮｲﾌﾙｺﾝｻｰﾄ 
80 名 80 名 

１１月 
第２４回大倉山 

ｼﾞｮｲﾌﾙｺﾝｻｰﾄ 
80 名 80 名 

１月 
第２５回大倉山 

ｼﾞｮｲﾌﾙｺﾝｻｰﾄ 
80 名 80 名 

３月 
第２６回大倉山 

ｼﾞｮｲﾌﾙｺﾝｻｰﾄ 
80 名 80 名 

６ ５月 

第３２回大倉山こ

どもフェスティバ

ル 

ﾎｰﾙ・ 

集会室 

地元の子どもたちを対象に地域交流や

遊びの場を提供し、文化活動に触れる

機会を創出することを目的とした実行

委員会形式の事業。 

1,000

名 

1,045

名 

７ 
５～６

月 

第６回 

大倉山記念館「ワー

クショップ」（Ａｒ

ｔｓワークショッ

プ） 

集会室 

当施設利用団体を講師に招き、初めて

参加する方を対象にした、さまざまな

体験教室を開催し、文化芸術に触れる

機会と交流の場を提供。「初めての楽器

体験」 

15 名 20 名 

８ 
６月 

～ 
今昔建築講座 

ﾎｰﾙ・ｷﾞｬﾗ

ﾘｰ・回廊 

一般社団法人横浜歴史資産調査会や日

本民家再生協会との連携による歴史的

建造物や伝統ある建築物についての講

習会を開催。建築に詳しくない方でも

気軽に参加でき、楽しめる内容とする

ことで、当施設を始めとする伝統的建

築物の素晴らしさを知っていただく企

画を提供。 

50 名 38 名 

９ ６月 
第３回国際学生交

流会（ハーバード） 

ｷﾞｬﾗﾘ ・ー集

会室 

日本文化の体験を通した日米学生の交

流会。市内の大学生とハーバード大学

の学生が参加し、双方の文化を通じた

相互理解や文化交流を目的とする。 

100 名 100 名 

10 

７月 
第１１回室内楽シ

リーズ 

ﾎｰﾙ 

港北区民交響楽団など、地域で活動す

る音楽家による室内楽コンサートを開

催。 

80 名 80 名 

１月 

第１２回室内楽シ

リーズ⇒（内容変

更）新春落語会 

新春の初笑いの場として、落語会を開

催 
80 名 50 名 
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11 ８月 
第３回ふるさと港

北子ども美術展 
ｷﾞｬﾗﾘｰ 

港北区内の小学校すべての児童から、

自分たちの住む地域の見所の絵画を募

集し、選考後展示します。子どもたち

が地域の歴史や魅力に興味・感心を持

ち、当館を知ってもらう機会を提供す

ることを目的とする。 

200 名 200 名 

12 ８月 

第５回白山高校   

美術コース作品展

示会 

ｷﾞｬﾗﾘｰ 

神奈川県立白山高等学校美術コース２

年生作品展示会開催。生徒独自の活動

として、キュレーター、広報、作品展

示、記録、写真、引き継ぎなど様々な

役割を分担し準備し、どの役割を担う

かは、自らの進路や適性を加味し自分

たちで選ぶ。 

250 名 369 名 

13 
９月 

～ 

大倉山寄り道コン

サート《大倉山サロ

ン》 

ﾎｰﾙ等 

ロビーや館内の共有スペースを活用し

た、どなたも気軽に参加できるコンサ

ートを開催。 

200 名 265 名 

14 
９月 

～ 

横浜市芸術文化教

育プラットフォー

ムへの参画 

市内 

小学校 

アート NPO や芸術団体と連携し、学校、

アーティスト、企業、地域住民、行政

などがゆるやかに連携・協働し、子ど

も達が芸術に触れ合う場を提供。 

100 名 374 名 

15 
１０月

～ 

他の文化施設との

連携事業 
ﾎｰﾙ 

（公財）横浜市芸術文化振興財団や他

の市内文化施設と連携・共同した事業

や講座を開催。 

80 名 80 名 

16 
１１～

１２月 

オープンヘリテイ

ジ⇒（内容変更）９

月、２月開催オープ

ンデイ 

ﾎｰﾙ・ｷﾞｬﾗ

ﾘｰ・回廊 

港北区主催の「オープンヘリテイジ」

に協力し、館ガイドツアー・塔屋見学

等を行うとともに記念館イルミネーシ

ョンライトを同時開催し、歴史的建造

物で横浜市指定有形文化財でもある横

浜市大倉山記念館の歴史的資産の魅力

に触れその価値や重要性についてより

深く理解いただくことを目的とする。 

100 名 
1,339 

名 

17 １１月 
第３２回大倉山秋

の芸術祭 

ﾎｰﾙ・ｷﾞｬﾗ

ﾘ ・ー集会室 

記念館を利用する団体および関心を持

つ市民の文化創造を支援する目的をも

って、全館で演示・展示部門を設け広

く公開することを目的とした実行委員

会形式の事業。 

10,000

名 

6,705

名 

18 
１１月

～ 

ハニーカフェ＆マ

ルシェ 

館内・ 

大倉山公

園 

イベント開催時等に地域の団体による

軽食提供を行うカフェや地元アーティ

ストの作品等を販売するマルシェを開

催。 

100 名 100 名 

19 １２月 

第５回大倉山記念

館「落語会」⇒９月

開催 

ﾎｰﾙ 

日本の伝統芸能である落語に親しむ機

会を提供します。テーマは、老若男女

が楽しめるものとし、幅広い年代の方

の来館促進を図る。 

80 名 50 名 

20 １２月 

第３回こども映画

祭⇒（内容変更）の

んびるフェスタ 

全館 

子ども達へ古き良き物を残していくこ

との大切さや地域交流の楽しさを伝え

る機会として、全館で終日、親子向け

の催しを開催する、「のんびるフェス

タ」（3/10）を開催。 

80 名 300 名 

21 １２月 

第３２回小さな丘

のメリークリスマ

ス 

ﾎｰﾙ・ｷﾞｬﾗ

ﾘ ・ー集会室 

地域のこども達が気軽に文化に触れる

機会をという願いから、地域の父母会

が中心となって廉価で楽しめることを

目的とした実行委員会形式の事業。 

800 名 736 名 

22 
１２～

１月 

イルミネーション

＆ライトアップ 

正面 

入口 

若年層や新規利用団体の利用・来館促

進と認知度アップを図る。 

1,000

名 

7,984 

名 



 - 48 - 

23 １月 
第６回おしえて！

まちの先生 

ﾎｰﾙ・ｷﾞｬﾗ

ﾘ ・ー集会室 

港北区との連携による、「まちの先生」

制度を活用した体験講座。まちの先生

同士の交流の場として、「まちの先生- 

展示会」も開催。「まちの先生」制度と

当館のＰＲのために、気軽にできる文

化活動体験の機会を提供。 

100 名 389 名 

24 １月 

第６回大倉山記念

館・高校生ｷﾞｬﾗﾘｰ＆

交流会＆ﾐｭｰｼﾞｯｸﾌｪ

ｽﾀ 

ｷﾞｬﾗﾘ ・ー集

会室 

出展高校の生徒による、ホールおよび

ギャラリーを活用した作品の発表会・

展示会を開催するとともに、生徒や関

係者の交流を促進。さらに、音楽系生

徒の発表の場として、ミュージックフ

ェスタも同時開催。 

200 名 423 名 

25 
２～３

月 

第１０回大倉山ス

プリングジャズフ

ェスタ 

ﾎｰﾙ 

平成 19 年度から実施され、地域の皆様

から支持を得ている事業を引き続き開

催。 

80 名 80 名 

26 
２～３

月 

観梅会開催時等の

館内装飾 

施設 

入口等 

観梅会開催時等に館内で梅装飾を行

う。 
300 名 

1,583

名 

27 
２～３

月 

大倉山スタンプラ

リー 
当館周辺 

観梅会もしくは桜まつり開催時に、当

館を含む地域の名所を巡るスタンプラ

リーを実施。 

100 名 200 名 

28 ３月 

第１０回大倉山ド

キュメンタリー映

画祭 

ﾎｰﾙ・集会

室 

良質なドキュメンタリー映画（6～8本

程度）をホールで上映すると共に映画

監督によるトークショーやカフェ等で

構成する実行委員会形式の事業。 

400 名 514 名 

29 ３月 
大倉山記念館 

花めぐり 

館内・周辺

地域 

当館の館内ツアーをはじめ、大倉山公

園や近隣の花をめぐりながら、地域の

魅力を再発見する。 

50 名 18 名 
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【別紙２】 

利用料金 

  区分 

種別 

午前 

(９時～12 時) 

午後 

(13 時～17 時) 

夜間 

(18 時～22 時) 

一日 

(９時～22 時) 

平日 土日・休日 平日 土日・休日 平日 土日・休日 平日 土日・休日 

ホール 
入場料なし 700 700 2,000 2,000 2,300 2,300 5,000 5,000 

入場料あり 1,400 1,400 4,000 4,000 4,600 4,600 10,000 10,000 

ギャラ

リー 

入場料なし ― ― ― ― ― ― 4,000 4,000 

入場料あり ― ― ― ― ― ― 8,000 8,000 

第１ 

集会室 

入場料なし 600 600 800 800 1,000 1,000 2,400 2,400 

入場料あり 1,200 1,200 1,600 1,600 2,000 2,000 4,800 4,800 

第２ 

集会室 

入場料なし 300 300 400 400 600 600 1,300 1,300 

入場料あり 600 600 800 800 1,200 1,200 2,600 2,600 

第３ 

集会室 

入場料なし 300 300 400 400 600 600 1,300 1,300 

入場料あり 600 600 800 800 1,200 1,200 2,600 2,600 

第４ 

集会室 

入場料なし 600 600 800 800 1,000 1,000 2,400 2,400 

入場料あり 1,200 1,200 1,600 1,600 2,000 2,000 4,800 4,800 

第５ 

集会室 

入場料なし 1,000 1,000 1,300 1,300 1,500 1,500 3,800 3,800 

入場料あり 2,000 2,000 2,600 2,600 3,000 3,000 7,600 7,600 

第６ 

集会室 

入場料なし 1,000 1,000 1,300 1,300 1,500 1,500 3,800 3,800 

入場料あり 2,000 2,000 2,600 2,600 3,000 3,000 7,600 7,600 

第７ 

集会室 

入場料なし 400 400 500 500 700 700 1,600 1,600 

入場料あり 800 800 1,000 1,000 1,400 1,400 3,200 3,200 

第８ 

集会室 

入場料なし 300 300 400 400 600 600 1,300 1,300 

入場料あり 600 600 800 800 1,200 1,200 2,600 2,600 

第９ 

集会室 

入場料なし 300 300 400 400 600 600 1,300 1,300 

入場料あり 600 600 800 800 1,200 1,200 2,600 2,600 

第 10 

集会室 

入場料なし 800 800 1,000 1,000 1,200 1,200 3,000 3,000 

入場料あり 1,600 1,600 2,000 2,000 2,400 2,400 6,000 6,000 

 

 



（指定管理者が記⼊する様式）

収⼊の部 （税込、単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

25,800,000 25,800,000 25,800,000 0 横浜市より
12,024,616 12,024,616 9,491,850 2,532,766

560,000 560,000 573,700  13,700 主催事業チケット収入等

120,000 120,000 89,677 30,323 ワークショップ参加費等

4,946,515 0 4,946,515 3,156,562 1,789,953

印刷代 60,000 60,000 76,020  16,020

⾃動販売機⼿数料 366,515 366,515 462,842  96,327

駐⾞場利⽤料収⼊ 0 0 0

その他（        ） 4,520,000 4,520,000 2,617,700 1,902,300

43,451,131 0 43,451,131 39,111,789 4,339,342

⽀出の部
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

21,592,982 0 21,592,982 23,441,952  2,222,148

16,781,301 16,781,301 19,672,559  2,891,258

2,764,097 2,764,097 2,542,064 222,033

1,409,484 1,409,484 1,144,704 264,780

90,000 90,000 82,625 7,375

0 0 0

548,100 548,100 373,178 174,922

2,601,882 0 2,601,882 1,476,564 1,125,318

60,000 60,000 97,818  37,818

96,000 96,000 328,088  232,088

36,000 36,000 206,855  170,855

600,000 600,000 18,824 581,176

501,588 501,588 346,341 155,247

86,400 0 86,400 74,400 12,000

横浜市への⽀払分 74,400 74,400 74,400 0

その他 12,000 12,000 0 12,000

120,000 120,000 240,520  120,520

120,000 120,000 0 120,000

34,870 34,870 32,170 2,700

86,400 86,400 40,408 45,992

0 0 0

825,624 825,624 91,140 734,484

0 0 0

35,000 35,000 35,000

2,364,000 0 2,364,000 1,744,753 619,247

2,242,000 2,242,000 1,644,753 597,247

122,000 122,000 100,000 22,000

12,410,828 0 12,410,828 10,771,544 1,639,284

5,081,143 0 5,081,143 4,055,130 1,026,013

電気料⾦ 4,701,445 4,701,445 3,711,008 990,437

ガス料⾦ 0 0 0

⽔道料⾦ 379,698 379,698 344,122 35,576

1,680,000 1,680,000 1,680,000 0

1,500,000 1,500,000 1,140,401 359,599

699,840 699,840 699,840 0

3,426,400 0 3,426,400 2,827,680 598,720

空調衛⽣設備保守 520,000 520,000 520,000 0

消防設備保守 470,000 470,000 470,000 0

電気設備保守 600,000 600,000 600,000 0

害⾍駆除清掃保守 86,400 86,400 86,400 0

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 1,750,000 1,750,000 1,151,280 598,720

23,445 23,445 368,493  345,048

1,731,439 0 1,731,439 1,879,356  147,917

0 0 0

1,727,439 1,727,439 1,875,356  147,917

0 0 0

4,000 4,000 4,000 0

2,720,000 0 2,720,000 2,620,000 100,000

2,620,000 2,620,000 2,620,000 0

100,000 100,000 0 100,000

30,000 30,000 0 30,000

43,451,131 0 43,451,131 41,934,169 1,143,784

0 0 0  2,822,380 3,195,558

680,000

2,364,000

 1,684,000

4,886,515

86,400

4,800,115

管理許可・⽬的外使⽤許可収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可収⽀

ニーズ対応費
⽀出合計

差引

⾃主事業費収⼊
⾃主事業費⽀出
⾃主事業収⽀

その他（租税公課）
事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）
本部分
当該施設分

事業所税
消費税
印紙税

共益費
公租公課

設備保全費
機械警備費

清掃費
修繕費

⾃主事業費
管理費
光熱⽔費

事業費
⾃主事業（指定管理料充当の⾃主事業）費

地域協⼒費

リース料
振込⼿数料

⼿数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

備品購⼊費
図書購⼊費

通信費
使⽤料及び賃借料

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

事務費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料
通勤⼿当
健康診断費

⼈件費
給与・賃⾦

収⼊合計

科⽬

⾃主事業収⼊
雑⼊

利⽤料⾦収⼊
⾃主事業（指定管理料充当の⾃主事業）収⼊

平成28年度 「横浜市⼤倉⼭記念館」 収⽀予算書及び報告書

科⽬

指定管理料
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